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2017年08月

医療法人【社団】春秋会 永田内科医院開設
医療法人【社団】春秋会 永田内科医院廃止
医療法人【社団】春秋会 南長崎クリニック開設
リハビリセンター、デイケアセンター増設
ホームヘルプサービス事業および2級ホームヘルパー養成事業開始
診療所療養型病床群設置
長崎市委託事業 在宅介護支援センター春秋会開設
二本松荘（デイサービス）及び二本松養生所（グループホーム）開設
南長崎クリニック居宅支援事業所開設
長崎市ガイドヘルパー派遣事業委託
訪問看護ステーション 長崎県指定
長崎市移送支援サービス委託
グループホームなんくり開設
大浦地域包括介護支援センター開設
十三番館クリニック開設
メディカルフィットネススマイル1開設
大浦十三番館デイサービス開設
小規模多機能ホームなんくり開設
小規模多機能ホームいきいき開設
定期巡回・随時対応型訪問介護看護および夜間対応型訪問介護を開始
南多機関型地域包括支援センター開設
看護小規模多機能ホームいきいき開設

医療法人社団 春 秋 会｜沿 革

2008年１２月
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2011年04月

2012年08月
2013年03月

2015年04月
2016年07月
2016年10月
2017年04月

社会福祉法人五蘊会 設立登記
長崎市から民間へ移譲
社会福祉法人五蘊会特別養護老人ホーム 琴の浦荘（琴海大平町）運営開始
※その後、居宅介護支援事業所、介護職員養成研修（ヘルパー養成講座）、
　訪問介護事業所を開設
長崎市から民間へ移譲
社会福祉法人五蘊会 戸町保育園 として運営開始
長崎市琴海地域包括支援センター受託
琴の浦荘を琴海大平町から琴海戸根町に新築・移転
※その後、通所介護事業所、夜間対応型訪問介護、定期巡回・随時対応型訪問
　介護看護、障害福祉サービス事業、介護福祉士実務者研修講座事業、ミニデイ
　サービス開設、長崎市委託事業（配食サービス事業・生活援助事業・生涯元気
　事業・短期集中型通所サービス）を受託
戸町保育園を幼保連携型認定こども園「とまちこども園」へ移行
放課後児童クラブこすもすクラブの運営移譲
長崎市モデル事業「北多機関型地域包括支援センター」運営開始
地域密着型特別養護老人ホーム 緑風 開設・運営開始
※その後、居宅介護支援事業所を開設
放課後児童クラブゆうゆうクラブの運営移譲
放課後児童クラブとまちクラブの運営開始

社会福祉法人 五 蘊 会｜沿 革

理事・監事・評議員の方々より

五蘊会に期待を込めた
メッセージをいただきました

永田 博子
なが ひろ こた 設立当初から今日、そしてこれからの出会いを大切にし、事業の目的と重要性を

さらに発信続けてほしいと思います。

荒木 将博
あら まさ ひろき 五蘊会の掲げる目的「利用者の意向の尊重」「創意工夫」「自立した生活の支

援」に向かって精進し、愛される法人であり続けられますことを希求致します。

佐藤 正洋
さ まさ ひろとう 令和の時代も進化する五蘊会。高齢者施設、認定こども園、地域包括支援セン

ター、多機関型地域包括支援センターまで、市内のモデル事業として五蘊会に
は、長崎市、地域住民から大きな期待が寄せられています。

浦川 末子
うら すえ こかわ ①堅固な組織体制　②法令遵守と制度改革への迅速な対応　③質にこだ

わる専門的な議論の展開等、理事として相談役として最高に自慢できる法人
です。

瀧口 幸市
たき こう いちぐち 五蘊会・創業理念の本物のやさしさで幼児から高齢者まで一安心。さらに躍進

する五蘊丸の安全航海を祈る。

志田 清三
し せい ぞうだ 先を読むことが難しい時代に短期間で数々の事業を拡げ、人を創る法人だと思

います。10年後さらにどのように成長し発展していくのか楽しみです。

小野 嘉子
お よし この 五蘊会職員の方々の笑顔から受ける優しさと強さ、その素晴らしさのさらなる輝

きに学ばせて頂きたく期待致しております。

尾口 武彦
お たけ ひこぐち 社会福祉法人「五蘊会」の創業理念に徹し、健全なる法人運営に鋭意努めら

れ、福祉事業を主体とする「五蘊会」のさらなる発展を期待します。

坂口 弘康
さか ひろ やすぐち 地域に根差した施設づくりと北部地域の福祉を担う存在として、これからもがん

ばってもらいたい。

松林 征子
まつ ゆく こばやし “優しさ”を基盤において、利用者が満足のいく自立した生活の実現のために、自らも成

長しながら質の高いサービスの提供を続けられるよう期待しています。

丸尾 武夫
まる たけ おお 地域の各種行事に職員の皆様が手伝いに出て頂き、連合自治会内でも高評価

です。今後もさらに地域に密着した経営理念を期待します。

宮本 健志
みや けん じもと 五蘊会創立10周年おめでとうございます。今後も人の一生に関わる崇高な仕

事を通じ、発展し続けることを期待します。

道下 佐智子
みち さ ち こした 「30周年おめでとうございます」五蘊会！ワンチームでますますのご発展を祈念

致します。

尾崎 洋一郎
お　ざき よう  いち  ろう 予測が困難な時代。子ども達には生きていく力の育成を、保護者には灯台の役

割となるような存在を期待します。

相川 文子
あい ふみ こかわ 地域交流にも力を入れて下さり、なくてはならない親しまれる施設となっておりま

す。今後も子供たちと高齢者が愛と元気を与えあえるふれあいの場を沢山つ
くってください。

中野 吉邦
なか よし くにの 創立10周年おめでとうございます。社会的障害を持つ人々に対し、援護、育成、

更生にますます前進して下さい。

永田 雅英
なが まさ ひでた 理事長先生の明るく前向きなご指導のもと、五蘊会は確実に成長してきたと感じ

ています。その歩みに少しでもお手伝いできたことに感謝します。

酒井 正義
さか まさ よしい これからも現状の仕事に満足せず、絶えず高い目標を持ち、成長し続けてほしい

と思います。（顔晴れ）

押渕 禮子
おし れい こぶち

理 事

理 事

理 事

理 事

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

理 事

監 事

監 事

理 事 南長崎クリニックを礎として次 と々施設を完成され素晴らしい社会貢献をなさっ
ておられます。ますますのご繁栄をお祈りいたしております
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。
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さ
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。
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の
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自
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す
。
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】
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当
の
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ム
ワ
ー
ク
を
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自
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が
ま
ま
を
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て
、仲
間
へ
の
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や
り
を
持
ち
、

良
好
な
職
場
環
境
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

理事長だより ちょうしん記 ……………………………………………… 03

インタビュー 訪問看護ステーション太陽 看護師・マネージャー  西山 菊枝 …… 06

ご挨拶 南長崎クリニック 院長  難波 裕幸 …………………………………… 07

医療法人社団 春秋会
　南長崎クリニック（外来・検査・病棟）………………………………… 08
　訪問看護ステーション太陽 …………………………………………… 11
　看護小規模多機能ホームいきいき…………………………………… 12
　医療リハビリテーション ………………………………………………… 13
　通所リハビリテーション ………………………………………………… 14
　居宅介護支援事業所 ………………………………………………… 15

法人とは 南長崎クリニック 副院長  永田  済 ………………………………… 16

　小規模多機能ホームなんくり ………………………………………… 17
　グループホーム なんくり ……………………………………………… 18
　大浦十三番館デイサービス …………………………………………… 19
　ヘルパーステーションライフケア、24h安心センターライフケア … 20
　二本松養生所（グループホーム） …………………………………… 21
　二本松荘（デイサービス）……………………………………………… 22
　長崎市大浦地域包括支援センター ………………………………… 23
　南多機関型地域包括支援センター ………………………………… 23

社会福祉法人 五蘊会

ご挨拶 社会福祉法人 五蘊会 法人本部統括部長 福田 安秀 ………………… 24

　特別養護老人ホーム 琴の浦荘 ……………………………………… 25
　特別養護老人ホーム 琴の浦荘（短期入所生活介護）…………… 26
　通所介護事業所 琴の浦荘 …………………………………………… 27
　訪問介護事業所 琴の浦荘
　24時間在宅ケアセンター 琴の浦荘
　夜間対応型訪問介護事業所 琴の浦荘 …………………………… 28
　居宅介護支援事業所 琴の浦荘 ……………………………………… 29

法人とわたし 特別養護老人ホーム 琴の浦荘 施設長 松永 智志 …………… 30

　地域密着型特別養護老人ホーム 緑風 ……………………………… 31
　地域密着型特別養護老人ホーム 緑風（短期入所生活介護）…… 32
　居宅介護支援事業所 緑風 …………………………………………… 33

法人とわたし 地域密着型特別養護老人ホーム 緑風 施設長 本村 崇幸 ……… 33

　長崎市琴海地域包括支援センター ………………………………… 34
　北多機関型地域包括支援センター ………………………………… 34
　幼保連携型認定こども園 とまちこども園 …………………………… 35

法人とわたし 幼保連携型認定こども園 とまちこども園 園長 羽生 純子 ……… 36

　放課後児童クラブ ゆうゆうクラブ …………………………………… 37
　放課後児童クラブ とまちクラブ ……………………………………… 37
　放課後児童クラブ こすもすクラブ …………………………………… 38

理事・監事・評議員の方々より …………………………………………… 39

沿 革 ………………………………………………………………………… 40

目  次

01Heartful Shiki02

社会福祉法人



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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理事長
だより

Hear
tful

Mess
age

2020

ち
ょ
う
し
ん
記

療
法
人
春
秋
会
・
南
長
崎
ク

リ
ニッ
ク
（
以
下
南
ク
リ
）
の

三
〇
年
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
そ
の

前
身
の
無
床
診
療
所
「
永
田
内
科
」

時
代
の
五
年
と
合
わ
せ
て
全
体
を
四

つ
の
時
期
に
色
分
け
す
る
事
が
出
来
る
。

　
様
々
の
局
面
で
、
私
の
進
行
方
向

を
決
め
て
い
た
の
は
常
に
患
者
の
皆
さ

ん
だ
っ
た
。
私
の
道
標
と
な
っ
て
、
海

図
の
無
い
航
海
の
羅
針
盤
と
な
っ
た
の

も
、
か
か
り
つ
け
の
皆
さ
ん
達
だ
っ
た
。

ロ
ロ
ー
グ
。
豊
か
な
永
田
内

科
時
代
。
昭
和
六
〇
年
四
月
、

身
内
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
に
て
開
業
。
小

生
三
八
歳
。
入
院
の
無
い
気
楽
さ
も

有
っ
て
、
勤
務
形
態
は
暦
通
り
。
受

診
者
数
に
も
恵
ま
れ
、
本
業
の
内
視

鏡
仕
事
も
多
く
、
忙
し
く
、
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
ま
ま
で

十
分
に
幸
せ
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
そ
の

生
活
を
投
げ
捨
て
た
の
か
。

　
初
期
の
患
者
構
成
の
中
核
を
な
し

た
の
が
勤
務
医
時
代
か
ら
の
患
者
さ

ん
達
だ
っ
た
。
中
に
は
重
症
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
そ
の
方
々
に
は
「
私
に
つ
い
て

来
な
い
よ
う
に
。
あ
な
た
の
治
療
に
は

入
院
設
備
が
必
要
で
あ
り
、
私
に
は

そ
れ
が
用
意
出
来
な
い
か
ら
」
と
お

伝
え
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ざ
開

院
し
て
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
方
々
が

真
っ
先
に
新
患
と
し
て
受
診
し
て
来
ら

れ
る
。
時
間
と
共
に
病
状
は
変
化
し
、

や
が
て
危
惧
し
て
い
た
事
態
が
発
生

す
る
。
入
院
そ
し
て
死
。
訃
報
に
接

し
た
時
、
責
任
を
果
た
せ
な
か
っ
た

こ
と
へ
の
後
悔
と
自
責
、
そ
し
て
、

生
死
を
扱
う
と
い
う
内
科
の
医
師
と

し
て
の
崇
高
な
使
命
を
放
棄
し
た
こ

と
へ
の
後
ろ
め
た
さ
。
自
問
自
答
の

日
々
が
続
く
。

　
そ
ん
な
折
、
私
の
背
中
を
強
く
押

し
た
人
物
が
い
た
。
こ
れ
ま
で
も
幾

度
と
な
く
入
院
施
設
を
持
つ
よ
う
に

と
進
言
し
て
く
れ
た
方
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
は
、
大
浦
地
区
に
は
十
分
な

土
地
を
用
意
で
き
な
い
か
ら
と
断
っ
て

き
て
い
た
。

　
そ
の
人
物
と
は
、
長
崎
船
舶
装
備

の
創
業
者
で
会
長
の
永
井
稲
秀
氏

（
故
人
）。
そ
の
日
は
何
時
も
の
定
期

受
診
で
あ
っ
た
が
、
何
か
意
気
込
み

が
違
っ
て
い
た
。
曰
く
「
し
ぇ
ん
し
ぇ

い
（
先
生
）、
今
、
鍋
冠
山
に
登
っ
て

大
浦
界
隈
を
見
回
し
て
き
た
。
土
地

は
イ
ッ
パ
イ
あ
る
や
か
ね
！
」。

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
ベッ
ド
の
無
い

悲
哀
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
事
態
に
ま

た
ま
た
遭
遇
す
る
。
私
の
揺
れ
る
心

は
定
ま
っ
た
。
南
ク
リ
設
立
へ
。
先
ず

は
土
地
探
し
か
ら
。
そ
の
関
連
の
方
々

に
は
、
僅
か
の
面
識
を
手
掛
か
り
に

お
願
い
し
て
回
っ
た
。
そ
し
て
銀
行
へ

の
事
業
計
画
案
作
り
。
繁
盛
し
て
い

る
と
は
言
っ
て
も
自
己
資
金
は
僅
か
。

そ
れ
に
対
し
て
予
定
さ
れ
る
初
期
投

資
額
は
膨
大
。
時
は
将
に
バ
ブ
ル
期

の
真
只
中
。
小
生
四
〇
歳
。

一
期
、 草
創
期
。
平
成
二

年
十
一
月
南
ク
リ
開
院
。
小

生
四
〇
歳
台
。
施
設
の
特
徴
は
何
と

い
っ
て
も
重
装
備
と
機
動
力
（
人
員
）

で
あ
る
。Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
、
超
音
波
装

置
、
内
視
鏡
機
材
を
充
実
さ
せ
、
病

床
は一
九
床
で
あ
っ
た
が
全
て
パ
イ
ピ

ン
グ
（
酸
素
、
吸
引
）
設
備
を
装
備

し
た
。
病
棟
看
護
師
は
三
交
代
で
、

夜
勤
二
名
体
制
を
維
持
。「
継
続
医

療
か
ら
看
取
り
ま
で
」
を
旗
印
に
、

設
立
か
ら
短
期
間
で
救
急
病
院
並
み

の
忙
し
い
状
況
に
突
入
し
て
行
っ
た
。

看
取
り
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。
救
急

車
の
受
け
入
れ
も
、
か
か
り
つ
け
優

先
に
積
極
的
に
展
開
し
、
長
崎
市
消

防
局
よ
り
表
彰
も
し
て
頂
い
た
。
当

時
の
医
療
供
給
体
制
は
今
と
比
べ
る

と
貧
弱
で
、
心
筋
梗
塞
も
脳
卒
中
も

大
病
院
は
尻
込
み
し
て
い
た
。
そ
う

言
う
時
代
背
景
の
中
で
、
南
ク
リ
は

健
闘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
南
ク
リ
ス

タ
イ
ル
は
一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

し
て
、
そ
の
後
脳
外
科
や
循
環
器
内

科
で
の
新
し
い
医
療
機
関
の
誕
生
へ
と

裾
野
を
広
げ
て
行
く
事
に
な
る
。

　
医
療
活
動
と
し
て
、
顧
客
満
足
度

と
し
て
、
医
師
の
達
成
感
と
し
て
、

一
見
派
手
に
見
え
た
南
ク
リ
ス
タ
イ

ル
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
大
き

な
計
算
違
い
が
あ
っ
た
。

　
一
つ
が
、
時
間
貧
乏
で
あ
る
。
医

療
の
空
白
を
作
ら
ぬ
為
に
は
、
医
師

が
常
駐
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
の

小
生
の
当
直
勤
務
は
年
間
三
〇
〇
日

か
ら
三
五
〇
日
に
及
ん
だ
。
帰
宅
す

る
こ
と
は
少
な
く
、
ま
る
で
籠
城
状

態
に
あ
っ
た
。
何
時
、
南
ク
リ
を
受

診
し
て
も
、
永
田
先
生
が
居
る
と
い

う
状
態
で
あ
っ
た
。
子
供
達
は
進
学

し
て
い
た
の
で
家
庭
崩
壊
は
免
れ
た
が
、

常
識
外
れ
の
勤
務
内
容
で
、
常
に
拘

束
さ
れ
て
い
た
。

　
も
う
一
つ
が
採
算
性
で
あ
る
。
見

た
目
と
は
裏
腹
に
採
算
面
で
は
窮
屈

な
状
態
が
続
い
た
。
収
入
も
多
か
っ

た
が
、
そ
れ
以
上
に
支
出
が
予
想
を

超
え
、特
に
人
件
費
支
出
が
大
き
か
っ

た
。
赤
字
に
な
る
事
は
な
か
っ
た
が
、

財
務
体
質
は
脆
弱
の
ま
ま
で
、
一
向

に
改
善
し
な
か
っ
た
。

　
患
者
動
向
を
調
査
し
、
往
診
の
時

は
患
者
さ
ん
の
生
活
を
観
察
し
、
地

域
の
様
子
を
把
握
し
て
い
っ
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
！
　
こ
の
ま
ま
で

は
南
ク
リ
の
未
来
は
な
い
、
と
い
う
思

い
が
増
々
募
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
思

い
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
介
護
保

険
で
あ
る
。二

期
、
介
護
保
険
黎
明
期
。

小
生
、
五
〇
歳
台
。
平
成

十
二
年
四
月
介
護
保
険
ス
タ
ー
ト
。

時
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
小
泉
内
閣
。

医
療
保
険
の
赤
字
解
消
、
高
齢
化
対

策
、
不
景
気
失
業
対
策
と
言
う
側
面

が
あ
っ
た
。
保
険
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で

あ
る
デ
イ
ケ
ア
事
業
に
は
、
南
ク
リ
は

数
年
前
か
ら
参
入
し
て
い
た
。
意
図

し
た
訳
で
は
な
い
が
、
既
に
南
ク
リ
は

介
護
保
険
に
手
を
染
め
て
い
た
の
で

あ
る
。
人
材
も
徐
々
に
育
っ
て
来
て
い

た
。
従
っ
て
、
外
来
系
の
介
護
保
険

メ
ニュ
ー
の
整
備
は
早
か
っ
た
。
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
包
括
）

事
業
に
参
入
し
た
の
も
こ
の
時
期
で

あ
る
。
職
員
数
も
急
速
に
増
加
し
た
。

南
ク
リ
発
足
当
時
は
四
五
名
程
度
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は一
五
〇
名

を
超
え
、
現
在
は
二
五
〇
名
程
度
に

達
し
、
五
蘊
会
を
加
え
る
と
五
〇
〇

名
規
模
に
達
す
る
。

　
し
か
し
、
私
の
生
活
パ
タ
ー
ン
は

一
向
に
改
善
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。

会
社
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
私
に
求

め
ら
れ
た
の
は
社
長
業
で
は
な
く
、

一
医
師
と
し
て
の
責
任
で
あ
っ
た
。

一
日
の
大
部
分
が
診
療
に
費
や
さ
れ

医プ

第
「
南
ク
リ
三
〇
年
の

　
　
　
　歩
み
」の
お
話
し

第 る
状
況
に
は
何
の
変
化
も
無
か
っ
た
。

三
期
、 充
実
期
。
社
会
福

祉
法
人
五
蘊
会
設
立
。
小
生
、

六
〇
歳
台
。
こ
の
時
期
の
南
ク
リ
の

弱
点
は
、
長
期
間
入
所
可
能
な
大
規

模
入
所
施
設
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

事
で
あ
っ
た
。
平
成
二
〇
年
、
こ
れ

ま
で
の
努
力
が
結
実
し
、
長
崎
市
よ

り
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
琴

の
浦
荘
」
が
、
新
た
に
設
立
し
た
社

会
福
祉
法
人
五
蘊
会
へ
民
間
移
譲
さ

れ
た
。
間
も
な
く
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
も
委
託
さ
れ
、
将
に
地
域

を
担
う
存
在
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
行

く
。
主
に
医
療
法
人
で
担
う
在
宅
介

護
部
門
、
更
に
社
会
福
祉
法
人
で
担

う
施
設
介
護
部
門
、
両
部
門
が
介
護

保
険
業
務
の
両
輪
と
な
り
、
切
れ
目

の
な
い
介
護
業
務
へ
と
組
織
化
さ
れ
て

行
く
。
五
蘊
会
は
、
そ
の
後
風
頭
に

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
緑
風
」
を
立
ち
上
げ
、
更
に
、
認

定
こ
ど
も
園
・
と
ま
ち
こ
ど
も
園
、

学
童
保
育
三
か
所
を
整
備
し
、
幼
児

教
育
の
分
野
に
も
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
、

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
形
態
を
整

え
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
時
期
の
小
生
の
当
直
勤
務
は
、

常
勤
医
師
の
充
実
や
大
学
の
応
援
も

あ
っ
て
大
分
緩
和
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
反
面
そ
の
分
の
人
件
費
負
担
は

重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
。
と
は
言
い

つ
つ
も
、
創
業
以
来
三
〇
年
の
間
赤

字
に
転
落
す
る
事
は
な
く
、
極
め
て

控
え
め
な
経
営
が
続
け
ら
れ
た
事
に

素
直
に
感
謝
し
た
い
。

　
現
在
は
当
直
制
か
ら
宅
直
制
へ
移

行
し
、
時
間
外
の
診
療
は
お
断
り
し

て
い
る
。「
継
続
医
療
か
ら
看
取
り
ま

で
」
の
旗
印
は
降
ろ
し
て
は
い
な
い
も

の
の
、
多
少
色
褪
せ
た
も
の
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
時
代
を
見
据
え
て

の
生
き
残
り
の
た
め
の
苦
肉
の
方
策

で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
も
の
の
、
素

直
に
皆
様
に
は
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
面
で
の
質
の
向
上
へ
向
け
て

知
恵
を
絞
って
み
ま
す
。

足
で
こ
の
三
〇
年
の
歩
み
を

概
説
し
て
み
た
。
さ
し
も
の

小
生
も
七
〇
歳
を
超
え
た
あ
た
り
か

ら
、
と
た
ん
に
体
力
の
衰
え
を
感
じ
、

病
気
に
て
長
期
休
診
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。
患

者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
に
迷
惑
を
お
か
け

す
る
場
面
も
屡
々
目
立
ち
、
こ
こ
で

一
旦
仕
事
よ
り
離
れ
る
こ
と
を
与
儀

無
く
さ
れ
る
状
態
に
陥
って
し
ま
っ
た
。

　
多
く
の
患
者
さ
ん
と
の
出
会
い
、

多
く
の
職
員
と
の
触
れ
合
い
、
日
本

の
医
療
制
度
の
変
遷
と
医
学
の
進
歩

を
肌
身
で
味
わ
え
る
環
境
に
あ
り
、

医
師
の
役
割
・
責
任
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
、
地
域
と
の
触
れ
合
い
を

意
識
し
、
多
く
の
思
い
出
を
作
り
出

し
て
く
れ
た
南
ク
リ
。
こ
の
確
か
な

充
実
感
と
何
者
に
も
代
え
が
た
い
達

成
感
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
皆
様
に
お

伝
え
し
て
、
こ
の
稿
を
締
め
く
く
る

事
に
す
る
。

　
皆
様
、
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

頭
言
で
あ
る
ち
ょ
う
し
ん
記

は
、
今
後
も
私
が
理
事
長
で

あ
る
限
り
は
執
筆
を
続
け
ま
す
。
次

号
を
ご
期
待
下
さ
い
。



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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ち
ょ
う
し
ん
記

療
法
人
春
秋
会
・
南
長
崎
ク

リ
ニッ
ク
（
以
下
南
ク
リ
）
の

三
〇
年
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
そ
の

前
身
の
無
床
診
療
所
「
永
田
内
科
」

時
代
の
五
年
と
合
わ
せ
て
全
体
を
四

つ
の
時
期
に
色
分
け
す
る
事
が
出
来
る
。

　
様
々
の
局
面
で
、
私
の
進
行
方
向

を
決
め
て
い
た
の
は
常
に
患
者
の
皆
さ

ん
だ
っ
た
。
私
の
道
標
と
な
っ
て
、
海

図
の
無
い
航
海
の
羅
針
盤
と
な
っ
た
の

も
、
か
か
り
つ
け
の
皆
さ
ん
達
だ
っ
た
。

ロ
ロ
ー
グ
。
豊
か
な
永
田
内

科
時
代
。
昭
和
六
〇
年
四
月
、

身
内
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
に
て
開
業
。
小

生
三
八
歳
。
入
院
の
無
い
気
楽
さ
も

有
っ
て
、
勤
務
形
態
は
暦
通
り
。
受

診
者
数
に
も
恵
ま
れ
、
本
業
の
内
視

鏡
仕
事
も
多
く
、
忙
し
く
、
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
ま
ま
で

十
分
に
幸
せ
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
そ
の

生
活
を
投
げ
捨
て
た
の
か
。

　
初
期
の
患
者
構
成
の
中
核
を
な
し

た
の
が
勤
務
医
時
代
か
ら
の
患
者
さ

ん
達
だ
っ
た
。
中
に
は
重
症
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
そ
の
方
々
に
は
「
私
に
つ
い
て

来
な
い
よ
う
に
。
あ
な
た
の
治
療
に
は

入
院
設
備
が
必
要
で
あ
り
、
私
に
は

そ
れ
が
用
意
出
来
な
い
か
ら
」
と
お

伝
え
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ざ
開

院
し
て
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
方
々
が

真
っ
先
に
新
患
と
し
て
受
診
し
て
来
ら

れ
る
。
時
間
と
共
に
病
状
は
変
化
し
、

や
が
て
危
惧
し
て
い
た
事
態
が
発
生

す
る
。
入
院
そ
し
て
死
。
訃
報
に
接

し
た
時
、
責
任
を
果
た
せ
な
か
っ
た

こ
と
へ
の
後
悔
と
自
責
、
そ
し
て
、

生
死
を
扱
う
と
い
う
内
科
の
医
師
と

し
て
の
崇
高
な
使
命
を
放
棄
し
た
こ

と
へ
の
後
ろ
め
た
さ
。
自
問
自
答
の

日
々
が
続
く
。

　
そ
ん
な
折
、
私
の
背
中
を
強
く
押

し
た
人
物
が
い
た
。
こ
れ
ま
で
も
幾

度
と
な
く
入
院
施
設
を
持
つ
よ
う
に

と
進
言
し
て
く
れ
た
方
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
は
、
大
浦
地
区
に
は
十
分
な

土
地
を
用
意
で
き
な
い
か
ら
と
断
っ
て

き
て
い
た
。

　
そ
の
人
物
と
は
、
長
崎
船
舶
装
備

の
創
業
者
で
会
長
の
永
井
稲
秀
氏

（
故
人
）。
そ
の
日
は
何
時
も
の
定
期

受
診
で
あ
っ
た
が
、
何
か
意
気
込
み

が
違
っ
て
い
た
。
曰
く
「
し
ぇ
ん
し
ぇ

い
（
先
生
）、
今
、
鍋
冠
山
に
登
っ
て

大
浦
界
隈
を
見
回
し
て
き
た
。
土
地

は
イ
ッ
パ
イ
あ
る
や
か
ね
！
」。

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
ベッ
ド
の
無
い

悲
哀
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
事
態
に
ま

た
ま
た
遭
遇
す
る
。
私
の
揺
れ
る
心

は
定
ま
っ
た
。
南
ク
リ
設
立
へ
。
先
ず

は
土
地
探
し
か
ら
。
そ
の
関
連
の
方
々

に
は
、
僅
か
の
面
識
を
手
掛
か
り
に

お
願
い
し
て
回
っ
た
。
そ
し
て
銀
行
へ

の
事
業
計
画
案
作
り
。
繁
盛
し
て
い

る
と
は
言
っ
て
も
自
己
資
金
は
僅
か
。

そ
れ
に
対
し
て
予
定
さ
れ
る
初
期
投

資
額
は
膨
大
。
時
は
将
に
バ
ブ
ル
期

の
真
只
中
。
小
生
四
〇
歳
。

一
期
、 草
創
期
。
平
成
二

年
十
一
月
南
ク
リ
開
院
。
小

生
四
〇
歳
台
。
施
設
の
特
徴
は
何
と

い
っ
て
も
重
装
備
と
機
動
力
（
人
員
）

で
あ
る
。Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
、
超
音
波
装

置
、
内
視
鏡
機
材
を
充
実
さ
せ
、
病

床
は一
九
床
で
あ
っ
た
が
全
て
パ
イ
ピ

ン
グ
（
酸
素
、
吸
引
）
設
備
を
装
備

し
た
。
病
棟
看
護
師
は
三
交
代
で
、

夜
勤
二
名
体
制
を
維
持
。「
継
続
医

療
か
ら
看
取
り
ま
で
」
を
旗
印
に
、

設
立
か
ら
短
期
間
で
救
急
病
院
並
み

の
忙
し
い
状
況
に
突
入
し
て
行
っ
た
。

看
取
り
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。
救
急

車
の
受
け
入
れ
も
、
か
か
り
つ
け
優

先
に
積
極
的
に
展
開
し
、
長
崎
市
消

防
局
よ
り
表
彰
も
し
て
頂
い
た
。
当

時
の
医
療
供
給
体
制
は
今
と
比
べ
る

と
貧
弱
で
、
心
筋
梗
塞
も
脳
卒
中
も

大
病
院
は
尻
込
み
し
て
い
た
。
そ
う

言
う
時
代
背
景
の
中
で
、
南
ク
リ
は

健
闘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
南
ク
リ
ス

タ
イ
ル
は
一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

し
て
、
そ
の
後
脳
外
科
や
循
環
器
内

科
で
の
新
し
い
医
療
機
関
の
誕
生
へ
と

裾
野
を
広
げ
て
行
く
事
に
な
る
。

　
医
療
活
動
と
し
て
、
顧
客
満
足
度

と
し
て
、
医
師
の
達
成
感
と
し
て
、

一
見
派
手
に
見
え
た
南
ク
リ
ス
タ
イ

ル
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
大
き

な
計
算
違
い
が
あ
っ
た
。

　
一
つ
が
、
時
間
貧
乏
で
あ
る
。
医

療
の
空
白
を
作
ら
ぬ
為
に
は
、
医
師

が
常
駐
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
の

小
生
の
当
直
勤
務
は
年
間
三
〇
〇
日

か
ら
三
五
〇
日
に
及
ん
だ
。
帰
宅
す

る
こ
と
は
少
な
く
、
ま
る
で
籠
城
状

態
に
あ
っ
た
。
何
時
、
南
ク
リ
を
受

診
し
て
も
、
永
田
先
生
が
居
る
と
い

う
状
態
で
あ
っ
た
。
子
供
達
は
進
学

し
て
い
た
の
で
家
庭
崩
壊
は
免
れ
た
が
、

常
識
外
れ
の
勤
務
内
容
で
、
常
に
拘

束
さ
れ
て
い
た
。

　
も
う
一
つ
が
採
算
性
で
あ
る
。
見

た
目
と
は
裏
腹
に
採
算
面
で
は
窮
屈

な
状
態
が
続
い
た
。
収
入
も
多
か
っ

た
が
、
そ
れ
以
上
に
支
出
が
予
想
を

超
え
、特
に
人
件
費
支
出
が
大
き
か
っ

た
。
赤
字
に
な
る
事
は
な
か
っ
た
が
、

財
務
体
質
は
脆
弱
の
ま
ま
で
、
一
向

に
改
善
し
な
か
っ
た
。

　
患
者
動
向
を
調
査
し
、
往
診
の
時

は
患
者
さ
ん
の
生
活
を
観
察
し
、
地

域
の
様
子
を
把
握
し
て
い
っ
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
！
　
こ
の
ま
ま
で

は
南
ク
リ
の
未
来
は
な
い
、
と
い
う
思

い
が
増
々
募
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
思

い
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
介
護
保

険
で
あ
る
。二

期
、
介
護
保
険
黎
明
期
。

小
生
、
五
〇
歳
台
。
平
成

十
二
年
四
月
介
護
保
険
ス
タ
ー
ト
。

時
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
小
泉
内
閣
。

医
療
保
険
の
赤
字
解
消
、
高
齢
化
対

策
、
不
景
気
失
業
対
策
と
言
う
側
面

が
あ
っ
た
。
保
険
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で

あ
る
デ
イ
ケ
ア
事
業
に
は
、
南
ク
リ
は

数
年
前
か
ら
参
入
し
て
い
た
。
意
図

し
た
訳
で
は
な
い
が
、
既
に
南
ク
リ
は

介
護
保
険
に
手
を
染
め
て
い
た
の
で

あ
る
。
人
材
も
徐
々
に
育
っ
て
来
て
い

た
。
従
っ
て
、
外
来
系
の
介
護
保
険

メ
ニュ
ー
の
整
備
は
早
か
っ
た
。
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
包
括
）

事
業
に
参
入
し
た
の
も
こ
の
時
期
で

あ
る
。
職
員
数
も
急
速
に
増
加
し
た
。

南
ク
リ
発
足
当
時
は
四
五
名
程
度
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は一
五
〇
名

を
超
え
、
現
在
は
二
五
〇
名
程
度
に

達
し
、
五
蘊
会
を
加
え
る
と
五
〇
〇

名
規
模
に
達
す
る
。

　
し
か
し
、
私
の
生
活
パ
タ
ー
ン
は

一
向
に
改
善
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。

会
社
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
私
に
求

め
ら
れ
た
の
は
社
長
業
で
は
な
く
、

一
医
師
と
し
て
の
責
任
で
あ
っ
た
。

一
日
の
大
部
分
が
診
療
に
費
や
さ
れ

医プ

第
「
南
ク
リ
三
〇
年
の

　
　
　
　歩
み
」の
お
話
し

第 る
状
況
に
は
何
の
変
化
も
無
か
っ
た
。

三
期
、 充
実
期
。
社
会
福

祉
法
人
五
蘊
会
設
立
。
小
生
、

六
〇
歳
台
。
こ
の
時
期
の
南
ク
リ
の

弱
点
は
、
長
期
間
入
所
可
能
な
大
規

模
入
所
施
設
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

事
で
あ
っ
た
。
平
成
二
〇
年
、
こ
れ

ま
で
の
努
力
が
結
実
し
、
長
崎
市
よ

り
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
琴

の
浦
荘
」
が
、
新
た
に
設
立
し
た
社

会
福
祉
法
人
五
蘊
会
へ
民
間
移
譲
さ

れ
た
。
間
も
な
く
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
も
委
託
さ
れ
、
将
に
地
域

を
担
う
存
在
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
行

く
。
主
に
医
療
法
人
で
担
う
在
宅
介

護
部
門
、
更
に
社
会
福
祉
法
人
で
担

う
施
設
介
護
部
門
、
両
部
門
が
介
護

保
険
業
務
の
両
輪
と
な
り
、
切
れ
目

の
な
い
介
護
業
務
へ
と
組
織
化
さ
れ
て

行
く
。
五
蘊
会
は
、
そ
の
後
風
頭
に

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
緑
風
」
を
立
ち
上
げ
、
更
に
、
認

定
こ
ど
も
園
・
と
ま
ち
こ
ど
も
園
、

学
童
保
育
三
か
所
を
整
備
し
、
幼
児

教
育
の
分
野
に
も
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
、

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
形
態
を
整

え
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
時
期
の
小
生
の
当
直
勤
務
は
、

常
勤
医
師
の
充
実
や
大
学
の
応
援
も

あ
っ
て
大
分
緩
和
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
反
面
そ
の
分
の
人
件
費
負
担
は

重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
。
と
は
言
い

つ
つ
も
、
創
業
以
来
三
〇
年
の
間
赤

字
に
転
落
す
る
事
は
な
く
、
極
め
て

控
え
め
な
経
営
が
続
け
ら
れ
た
事
に

素
直
に
感
謝
し
た
い
。

　
現
在
は
当
直
制
か
ら
宅
直
制
へ
移

行
し
、
時
間
外
の
診
療
は
お
断
り
し

て
い
る
。「
継
続
医
療
か
ら
看
取
り
ま

で
」
の
旗
印
は
降
ろ
し
て
は
い
な
い
も

の
の
、
多
少
色
褪
せ
た
も
の
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
時
代
を
見
据
え
て

の
生
き
残
り
の
た
め
の
苦
肉
の
方
策

で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
も
の
の
、
素

直
に
皆
様
に
は
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
面
で
の
質
の
向
上
へ
向
け
て

知
恵
を
絞
って
み
ま
す
。

足
で
こ
の
三
〇
年
の
歩
み
を

概
説
し
て
み
た
。
さ
し
も
の

小
生
も
七
〇
歳
を
超
え
た
あ
た
り
か

ら
、
と
た
ん
に
体
力
の
衰
え
を
感
じ
、

病
気
に
て
長
期
休
診
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。
患

者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
に
迷
惑
を
お
か
け

す
る
場
面
も
屡
々
目
立
ち
、
こ
こ
で

一
旦
仕
事
よ
り
離
れ
る
こ
と
を
与
儀

無
く
さ
れ
る
状
態
に
陥
って
し
ま
っ
た
。

　
多
く
の
患
者
さ
ん
と
の
出
会
い
、

多
く
の
職
員
と
の
触
れ
合
い
、
日
本

の
医
療
制
度
の
変
遷
と
医
学
の
進
歩

を
肌
身
で
味
わ
え
る
環
境
に
あ
り
、

医
師
の
役
割
・
責
任
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
、
地
域
と
の
触
れ
合
い
を

意
識
し
、
多
く
の
思
い
出
を
作
り
出

し
て
く
れ
た
南
ク
リ
。
こ
の
確
か
な

充
実
感
と
何
者
に
も
代
え
が
た
い
達

成
感
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
皆
様
に
お

伝
え
し
て
、
こ
の
稿
を
締
め
く
く
る

事
に
す
る
。

　
皆
様
、
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

頭
言
で
あ
る
ち
ょ
う
し
ん
記

は
、
今
後
も
私
が
理
事
長
で

あ
る
限
り
は
執
筆
を
続
け
ま
す
。
次

号
を
ご
期
待
下
さ
い
。



一
期
、 草
創
期
。
平
成
二

年
十
一
月
南
ク
リ
開
院
。
小

生
四
〇
歳
台
。
施
設
の
特
徴
は
何
と

い
っ
て
も
重
装
備
と
機
動
力
（
人
員
）

で
あ
る
。Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
、
超
音
波
装

置
、
内
視
鏡
機
材
を
充
実
さ
せ
、
病

床
は一
九
床
で
あ
っ
た
が
全
て
パ
イ
ピ

ン
グ
（
酸
素
、
吸
引
）
設
備
を
装
備

し
た
。
病
棟
看
護
師
は
三
交
代
で
、

夜
勤
二
名
体
制
を
維
持
。「
継
続
医

療
か
ら
看
取
り
ま
で
」
を
旗
印
に
、

設
立
か
ら
短
期
間
で
救
急
病
院
並
み

の
忙
し
い
状
況
に
突
入
し
て
行
っ
た
。

看
取
り
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。
救
急

車
の
受
け
入
れ
も
、
か
か
り
つ
け
優

先
に
積
極
的
に
展
開
し
、
長
崎
市
消

防
局
よ
り
表
彰
も
し
て
頂
い
た
。
当

時
の
医
療
供
給
体
制
は
今
と
比
べ
る

と
貧
弱
で
、
心
筋
梗
塞
も
脳
卒
中
も

大
病
院
は
尻
込
み
し
て
い
た
。
そ
う

言
う
時
代
背
景
の
中
で
、
南
ク
リ
は

健
闘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
南
ク
リ
ス

タ
イ
ル
は
一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

し
て
、
そ
の
後
脳
外
科
や
循
環
器
内

科
で
の
新
し
い
医
療
機
関
の
誕
生
へ
と

裾
野
を
広
げ
て
行
く
事
に
な
る
。

　
医
療
活
動
と
し
て
、
顧
客
満
足
度

と
し
て
、
医
師
の
達
成
感
と
し
て
、

一
見
派
手
に
見
え
た
南
ク
リ
ス
タ
イ

ル
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
大
き

な
計
算
違
い
が
あ
っ
た
。

　
一
つ
が
、
時
間
貧
乏
で
あ
る
。
医

療
の
空
白
を
作
ら
ぬ
為
に
は
、
医
師

が
常
駐
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
の

小
生
の
当
直
勤
務
は
年
間
三
〇
〇
日

か
ら
三
五
〇
日
に
及
ん
だ
。
帰
宅
す

る
こ
と
は
少
な
く
、
ま
る
で
籠
城
状

態
に
あ
っ
た
。
何
時
、
南
ク
リ
を
受

診
し
て
も
、
永
田
先
生
が
居
る
と
い

う
状
態
で
あ
っ
た
。
子
供
達
は
進
学

し
て
い
た
の
で
家
庭
崩
壊
は
免
れ
た
が
、

常
識
外
れ
の
勤
務
内
容
で
、
常
に
拘

束
さ
れ
て
い
た
。

　
も
う
一
つ
が
採
算
性
で
あ
る
。
見

た
目
と
は
裏
腹
に
採
算
面
で
は
窮
屈

な
状
態
が
続
い
た
。
収
入
も
多
か
っ

た
が
、
そ
れ
以
上
に
支
出
が
予
想
を

超
え
、特
に
人
件
費
支
出
が
大
き
か
っ

た
。
赤
字
に
な
る
事
は
な
か
っ
た
が
、

財
務
体
質
は
脆
弱
の
ま
ま
で
、
一
向

に
改
善
し
な
か
っ
た
。

　
患
者
動
向
を
調
査
し
、
往
診
の
時

は
患
者
さ
ん
の
生
活
を
観
察
し
、
地

域
の
様
子
を
把
握
し
て
い
っ
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
！
　
こ
の
ま
ま
で

は
南
ク
リ
の
未
来
は
な
い
、
と
い
う
思

い
が
増
々
募
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
思

い
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
介
護
保

険
で
あ
る
。二

期
、
介
護
保
険
黎
明
期
。

小
生
、
五
〇
歳
台
。
平
成

十
二
年
四
月
介
護
保
険
ス
タ
ー
ト
。

時
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
小
泉
内
閣
。

医
療
保
険
の
赤
字
解
消
、
高
齢
化
対

策
、
不
景
気
失
業
対
策
と
言
う
側
面

が
あ
っ
た
。
保
険
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で

あ
る
デ
イ
ケ
ア
事
業
に
は
、
南
ク
リ
は

数
年
前
か
ら
参
入
し
て
い
た
。
意
図

し
た
訳
で
は
な
い
が
、
既
に
南
ク
リ
は

介
護
保
険
に
手
を
染
め
て
い
た
の
で

あ
る
。
人
材
も
徐
々
に
育
っ
て
来
て
い

た
。
従
っ
て
、
外
来
系
の
介
護
保
険

メ
ニュ
ー
の
整
備
は
早
か
っ
た
。
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
包
括
）

事
業
に
参
入
し
た
の
も
こ
の
時
期
で

あ
る
。
職
員
数
も
急
速
に
増
加
し
た
。

南
ク
リ
発
足
当
時
は
四
五
名
程
度
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は一
五
〇
名

を
超
え
、
現
在
は
二
五
〇
名
程
度
に

達
し
、
五
蘊
会
を
加
え
る
と
五
〇
〇

名
規
模
に
達
す
る
。

　
し
か
し
、
私
の
生
活
パ
タ
ー
ン
は

一
向
に
改
善
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。

会
社
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
私
に
求

め
ら
れ
た
の
は
社
長
業
で
は
な
く
、

一
医
師
と
し
て
の
責
任
で
あ
っ
た
。

一
日
の
大
部
分
が
診
療
に
費
や
さ
れ
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る
状
況
に
は
何
の
変
化
も
無
か
っ
た
。

三
期
、 充
実
期
。
社
会
福

祉
法
人
五
蘊
会
設
立
。
小
生
、

六
〇
歳
台
。
こ
の
時
期
の
南
ク
リ
の

弱
点
は
、
長
期
間
入
所
可
能
な
大
規

模
入
所
施
設
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

事
で
あ
っ
た
。
平
成
二
〇
年
、
こ
れ

ま
で
の
努
力
が
結
実
し
、
長
崎
市
よ

り
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
琴

の
浦
荘
」
が
、
新
た
に
設
立
し
た
社

会
福
祉
法
人
五
蘊
会
へ
民
間
移
譲
さ

れ
た
。
間
も
な
く
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
も
委
託
さ
れ
、
将
に
地
域

を
担
う
存
在
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
行

く
。
主
に
医
療
法
人
で
担
う
在
宅
介

護
部
門
、
更
に
社
会
福
祉
法
人
で
担

う
施
設
介
護
部
門
、
両
部
門
が
介
護

保
険
業
務
の
両
輪
と
な
り
、
切
れ
目

の
な
い
介
護
業
務
へ
と
組
織
化
さ
れ
て

行
く
。
五
蘊
会
は
、
そ
の
後
風
頭
に

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
緑
風
」
を
立
ち
上
げ
、
更
に
、
認

定
こ
ど
も
園
・
と
ま
ち
こ
ど
も
園
、

学
童
保
育
三
か
所
を
整
備
し
、
幼
児

教
育
の
分
野
に
も
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
、

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
形
態
を
整

え
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
時
期
の
小
生
の
当
直
勤
務
は
、

常
勤
医
師
の
充
実
や
大
学
の
応
援
も

あ
っ
て
大
分
緩
和
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
反
面
そ
の
分
の
人
件
費
負
担
は

重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
。
と
は
言
い

つ
つ
も
、
創
業
以
来
三
〇
年
の
間
赤

字
に
転
落
す
る
事
は
な
く
、
極
め
て

控
え
め
な
経
営
が
続
け
ら
れ
た
事
に

素
直
に
感
謝
し
た
い
。

　
現
在
は
当
直
制
か
ら
宅
直
制
へ
移

行
し
、
時
間
外
の
診
療
は
お
断
り
し

て
い
る
。「
継
続
医
療
か
ら
看
取
り
ま

で
」
の
旗
印
は
降
ろ
し
て
は
い
な
い
も

の
の
、
多
少
色
褪
せ
た
も
の
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
時
代
を
見
据
え
て

の
生
き
残
り
の
た
め
の
苦
肉
の
方
策

で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
も
の
の
、
素

直
に
皆
様
に
は
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
面
で
の
質
の
向
上
へ
向
け
て

知
恵
を
絞
って
み
ま
す
。

足
で
こ
の
三
〇
年
の
歩
み
を

概
説
し
て
み
た
。
さ
し
も
の

小
生
も
七
〇
歳
を
超
え
た
あ
た
り
か

ら
、
と
た
ん
に
体
力
の
衰
え
を
感
じ
、

病
気
に
て
長
期
休
診
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。
患

者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
に
迷
惑
を
お
か
け

す
る
場
面
も
屡
々
目
立
ち
、
こ
こ
で

一
旦
仕
事
よ
り
離
れ
る
こ
と
を
与
儀

無
く
さ
れ
る
状
態
に
陥
って
し
ま
っ
た
。

　
多
く
の
患
者
さ
ん
と
の
出
会
い
、

多
く
の
職
員
と
の
触
れ
合
い
、
日
本

の
医
療
制
度
の
変
遷
と
医
学
の
進
歩

を
肌
身
で
味
わ
え
る
環
境
に
あ
り
、

医
師
の
役
割
・
責
任
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
、
地
域
と
の
触
れ
合
い
を

意
識
し
、
多
く
の
思
い
出
を
作
り
出

し
て
く
れ
た
南
ク
リ
。
こ
の
確
か
な

充
実
感
と
何
者
に
も
代
え
が
た
い
達

成
感
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
皆
様
に
お

伝
え
し
て
、
こ
の
稿
を
締
め
く
く
る

事
に
す
る
。

　
皆
様
、
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

頭
言
で
あ
る
ち
ょ
う
し
ん
記

は
、
今
後
も
私
が
理
事
長
で

あ
る
限
り
は
執
筆
を
続
け
ま
す
。
次

号
を
ご
期
待
下
さ
い
。

速

巻

医療法人 春秋会 ・
社会福祉法人 五蘊会
理事長　永 田 　 剛

第
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

訪問看護ステーション　太陽
看護師・マネージャー

西山 菊枝

　永
田
内
科
創
立
時
の
メ
ン
バ
ー
は
先
生
一
人
、看

護
師
三
人
、事
務
二
人
。オ
ー
プ
ン
し
て
し
ば
ら
く
の

間
は
閑
古
鳥
状
態
で
、毎
日
の
よ
う
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
の

原
理
や
使
い
方
、心
電
図
や
疾
病
に
対
し
て
の
勉
強

会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
ス
タ
ッ
フ
の
昼
食
作

り
も
私
が
引
き
受
け
て
、好
評
だ
っ
た
の
は
ち
ゃ
ん
ぽ

ん
。豚
骨
を
使
っ
て
ス
ー
プ
か
ら
手
作
り
だ
っ
た
ん
で

す
よ（
笑
）。そ
れ
が
一
か
月
の
間
に
患
者
数
が
ど
ん

ど
ん
右
肩
上
が
り
に
な
っ
て
。十
何
人
分
の
待
合
席

が
座
れ
な
く
な
り
、パ
イ
プ
椅
子
を
ト
イ
レ
の
前
に

ま
で
広
げ
て
、と
て
も
料
理
に
ま
で
手
が
ま
わ
り
ま
せ

ん
。そ
の
頃
広
告
は
な
く
、す
べ
て
ご
近
所
や
商
店
の

方
々
の
口
コ
ミ
で
す
。買
い
物
に
行
く
と
色
々
な
も
の

を
持
っ
て
行
っ
て
と
言
わ
れ
て
、顔
を
出
し
て
歩
け
ま

せ
ん
で
し
た（
笑
）。

　振
り
返
る
と
、永
田
先
生
は
と
て
も
人
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。自
然
と
素
晴
ら
し
い
方
々
が

ま
わ
り
に
集
ま
っ
て
来
ら
れ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ

さ
っ
た
り
、患
者
様
が
患
者
様
を
連
れ
て
き
て
く
れ

て‥

。そ
の
頃
の
方
々
が
今
90
歳
代
。知
っ
て
い
る
方

た
ち
が
年
を
取
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
仕
方
が
な
い
け

れ
ど
、入
院
施
設
が
で
き
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
、

忘
れ
ら
れ
な
い
患
者
様
が
い
ま
す
。ニ
コ
ッ
と
笑
う
と

こ
ち
ら
も
つ
ら
れ
て
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
可
愛
い
17

歳
の
少
女
で
、う
ち
の
ア
イ
ド
ル
み
た
い
な
存
在
で
。

冬
の
間
だ
け
、と
入
院
し
た
他
院
で
亡
く
な
っ
た
と

聞
い
た
時
は
本
当
に
き
つ
か
っ
た
。『
患
者
さ
ん
を
最

後
ま
で
見
た
い
、患
者
さ
ん
も
よ
そ
に
行
き
た
く
な

い
』、こ
の
気
持
ち
が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
、南
ク
リ
が
で

き
ま
し
た
。

　南
ク
リ
の
設
計
は
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
行
っ
た
ん
で

す
。外
来
、病
棟
、検
査
室
と
自
分
た
ち
が
一
番
働

き
や
す
い
動
線
を
考
え
て
、窓
の
高
さ
や
大
き
さ
ま

で
ミ
リ
単
位
で
担
当
者
が
決
め
ま
し
た
。普
通
、そ

ん
な
こ
と
看
護
師
に
さ
せ
ま
せ
ん
よ
ね
？
で
も
他
の

病
院
に
負
け
な
い
よ
う
に
と
い
う
先
生
の
強
い
思
い

が
あ
っ
て
。全
病
室
に
酸
素
や
吸
引
器
を
つ
け
て
、内

視
鏡
を
使
っ
て
外
科
に
近
い
処
置
も
行
い
、24
時
間

体
制
で
救
急
車
も
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。朝
、私

が
最
初
に
来
て
駐
車
場
の
一
番
奥
に
車
を
停
め
る
ん

で
す
が
、帰
り
に
出
ら
れ
る
か
な
？
と
思
っ
て
い
る

と
、帰
る
の
も
一
番
最
後
で（
笑
）。当
時
の
先
生
は
本

当
に
走
っ
て
い
ま
し
た
し
、私
も
よ
く
働
き
ま
し
た
。

　人
生
の
時
間
と
南
ク
リ
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
間

が
重
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
ろ
そ
ろ
自
分
が
行
っ
て
き

た
仕
事
に
自
分
自
身
が
組
み
込
ま
れ
て
き
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。利
用
す
る
立
場
に
な
っ
て
い
く
時
に
、こ

う
や
っ
て
欲
し
い
、こ
れ
は
イ
ヤ
だ
、と
思
い
始
め
る

と
、側
で
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
な
、と
感

じ
出
し
て
。だ
か
ら
最
近
は
、側
に
寄
っ
て
そ
の
人
に

合
わ
せ
た
お
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。「
ど
う
し
た

の
？
あ
な
た
の
笑
顔
が
大
好
き
よ
」と
話
し
か
け
る

と
、ニ
コ
っ
と
笑
っ
て
く
だ
さ
る
。そ
う
す
る
と
や
っ

た
、と
思
い
ま
す
。

　長
い
で
す
よ
ね
、永
田
内
科
の
患
者
様
っ
て
。た
ま

に
施
設
に
い
る
方
が
外
来
に
連
ら
れ
る
と
、「
ま
だ

お
っ
と
ね
？
元
気
に
し
と
る
ね
？
」と
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
る
。す
る
と「
い
ん
に
ゃ
、わ
た
し
ヨ
レ
ヨ
レ
よ
」

と
返
し
て‥

（
笑
）。そ
う
し
て
笑
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ

く
の
が
、私
の
一
番
の
生
き
が
い
で
す
。

西
山
看
護
師
は
南
ク
リ
創
業
時
か
ら
の

生
え
抜
き
ス
タ
ッ
フ
。

前
身
の
永
田
内
科
時
代
か
ら
、

ト
ー
タ
ル
35
年
の
長
き
に
渡
っ
て

勤
務
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
汗
と
涙
と
笑
顔
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

お
送
り
し
ま
す
。
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春
秋
会
は
、永
田
理
事
長
が
創
設
し
て
か
ら
今
年
で

30
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
30
年
間
に
春
秋
会
は
、医
療
分
野
だ
け
で
な
く
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、デ
イ
ケ
ア
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、小
規
模
多

機
能
施
設
な
ど
介
護
分
野
ま
で
対
応
で
き
る
大
き
な
組

織
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
至
る
ま
で
の
永
田
理
事
長
や
初
期
の
頃
の
ス

タ
ッ
フ
の
苦
労
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

南長崎クリニック
院長

難波 裕幸
と
頭
が
さ
が
る
思
い
で
す
。し
か
し
職
員
も
春
秋
会
が
で

き
て
か
ら
生
ま
れ
た
方
が
多
く
な
り
、創
立
以
来
の
メ

ン
バ
ー
は
理
事
長
と
西
山
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
け
に
な
り

世
代
交
代
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
職
員
が
入
れ
代
わ
っ
て
も
春
秋
会
に
は
、創
立
以
来

の「
大
浦
地
区
の
住
民
の
方
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て

の
使
命
を
果
た
す
こ
と
」「
検
診
・
人
間
ド
ッ
ク
受
診

者
の
方
の
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
健
康
維
持
に
貢

献
す
る
こ
と
」と
い
う
こ
れ
ま
で
の
30
年
間
で
培
わ
れ

た
文
化
が
す
で
に
根
づ
い
て
い
ま
す
。

　
理
念
な
き
と
こ
ろ
は
、一
般
企
業
だ
け
で
な
く
医
療
・

介
護
の
世
界
で
も
発
展
は
望
め
ま
せ
ん
。

　
春
秋
会
の
理
念
は
、「
よ
り
人
間
的
に
、よ
り
科
学

的
に
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
次
に
あ
げ
る
５
条
で
す

（
１
ペ
ー
ジ
目
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ご
参
照

く
だ
さ
い
）。

①
本
物
の
や
さ
し
さ
を
　
②
仕
事
の
質
に
こ
だ
わ
り

を
　
③
法
律
・
道
徳
を
守
り
、自
ら
が
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
　
④
自
分
の
成
長
の
た
め
　
⑤
本
物
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
　
私
た
ち
職
員
は
毎
年
新
入
職
員
入
社
時

の
４
月
と
創
立
記
念
の
11
月
に
こ
の
理
念
を
読
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
30
年
間
、こ
の
理

念
に
の
っ
と
り
職
務
を
遂
行
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、大
浦
地
区
の
住
民
方
の
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
十
分
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
医
療
・
介
護
機
関
に
な
り
つ
つ
あ

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
理
念
は
受
け
継
が
れ
私
た
ち
の
規
範
と

な
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
令
和
２
年
４
月
よ
り
、私
は
10
年
勤
め
た
院
長
職
を
退

き
、永
田
済
先
生
に
交
代
す
る
予
定
で
す
。

　
春
秋
会
の
理
念
、築
き
上
げ
て
き
た
文
化
は
、私
か
ら

永
田
済
先
生
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
も
引
き
継
が
れ
て
ゆ

く
も
の
で
す
。

　
今
後
も
職
員
一
同
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、さ
ら
に
皆

様
方
に
頼
り
に
さ
れ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
ゆ
き
ま
す
。

春
秋
会
30
周
年

〜 

理
念
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　い
ざ
自
立
！ 

〜

ご
挨
拶

　
内
科
全
般
と
消
化
器
内
科
、循
環
器
内
科
、神

経
内
科
を
中
心
と
し
た
地
域
医
療
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
外
来
を
主
に
、訪
問
診
療
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、常
に
患
者
様
の
在
宅

医
療
の
充
実
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
専
門
的
治
療
が
必
要
な
患
者
様
に
は
専
門
医

療
機
関
を
ス
ム
ー
ズ
に
紹
介
で
き
る
よ
う
、密
な

連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
物
忘
れ
外
来
も
行
っ
て
お
り
、日
常
生
活
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
や
、そ
の
ご
家
族
は
ぜ
ひ
一

度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
種
健
診
な
ど
の
予
防
医
療
か
ら
在
宅

医
療
に
至
る
ま
で
、か
か
り
つ
け
医
と
し

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

医療法人社団 春秋会

南長崎クリニック（外来）

よ
り
人
間
的
に
、よ
り
科
学
的
に

そ
し
て
豊
か
な
在
宅
療
養
を

〒850-0921
長崎市松が枝町3番20号

〈 お問い合わせ 〉

095-827-3606

看護師の優しい笑顔南クリドクター勢揃い 美男・美女の医療事務とDr’ｓクラーク

私たちの魅力

医師はもちろん各コメディカル
がきらりと光ります。
医療事務・Ｄｒ‘ｓクラーク・薬剤
師・保健師・看護師・管理栄養
士・臨床検査技師・医療放射
線技師・パラメディカル・クラー
ク・管理部など多職種でサポー
トしています。

医
療
法
人
社
団 

春
秋
会
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な
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西
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。
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は
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以
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つ
け
医
と
し
て

の
使
命
を
果
た
す
こ
と
」「
検
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人
間
ド
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受
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者
の
方
の
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
健
康
維
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に
貢

献
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る
こ
と
」と
い
う
こ
れ
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で
の
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介
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。
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春
秋
会
30
周
年

〜 

理
念
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　い
ざ
自
立
！ 

〜

ご
挨
拶
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経
内
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取
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。
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イ
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診
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っ
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り
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患
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様
の
在
宅

医
療
の
充
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を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
専
門
的
治
療
が
必
要
な
患
者
様
に
は
専
門
医

療
機
関
を
ス
ム
ー
ズ
に
紹
介
で
き
る
よ
う
、密
な

連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
物
忘
れ
外
来
も
行
っ
て
お
り
、日
常
生
活
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
や
、そ
の
ご
家
族
は
ぜ
ひ
一

度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
種
健
診
な
ど
の
予
防
医
療
か
ら
在
宅

医
療
に
至
る
ま
で
、か
か
り
つ
け
医
と
し

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

医療法人社団 春秋会

南長崎クリニック（外来）

よ
り
人
間
的
に
、よ
り
科
学
的
に

そ
し
て
豊
か
な
在
宅
療
養
を

〒850-0921
長崎市松が枝町3番20号

〈 お問い合わせ 〉

095-827-3606

看護師の優しい笑顔南クリドクター勢揃い 美男・美女の医療事務とDr’ｓクラーク

私たちの魅力

医師はもちろん各コメディカル
がきらりと光ります。
医療事務・Ｄｒ‘ｓクラーク・薬剤
師・保健師・看護師・管理栄養
士・臨床検査技師・医療放射
線技師・パラメディカル・クラー
ク・管理部など多職種でサポー
トしています。

医
療
法
人
社
団 

春
秋
会
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疾
患
に
対
し
て
素
早
く
的
確
な
診
断
が
で
き

る
よ
う
、胃
カ
メ
ラ
、大
腸
内
視
鏡
、Ｃ
Ｔ
な
ど
各

種
検
査
装
置
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
か
ら
、大
腸
が
ん
検
査
を
Ｃ
Ｔ
で
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。検
査
前
日
か
ら
検
査

食
な
ど
を
摂
っ
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、大
腸
内
視

鏡
検
査
と
比
べ
下
剤
の
量
が
少
な
く
、痛
み
を
伴

い
に
く
い
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。当
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
医
師
に
加
え
、遠
隔
読
映
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
放

射
線
専
門
医
に
よ
る
二
重
チ
ェッ
ク
を
行
っ
て
い
ま

す
。２
人
の
医
師
が
読
影
す
る
こ
と
に
よ
り
、小

さ
な
変
化
も
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　
成
人
病
や
ガ
ン
、生
活
習
慣
病
が
社
会
的
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
も
早
期
発
見
、早

期
治
療
が
大
切
で
す
。継
続
し
て
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、各
種
検
診
、人
間

ド
ッ
ク
の
メ
ニュ
ー
も
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。人
間

ド
ッ
ク
は
普
通
の
健
康
診
断
と
は
違
い
、多
く
の

項
目
で
検
査
を
行
い
、病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
院
で
は
、胃
内
視
鏡
コ
ー
ス・
大
腸
内
視
鏡

コ
ー
ス・
大
腸
Ｃ
Ｔ
コ
ー
ス
の
３
つ
の
コ
ー
ス
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

医療法人社団 春秋会

南長崎クリニック（検査）

〒850-0921
長崎市松が枝町3番20号

〈 お問い合わせ 〉

095-827-3606

ベテラン揃いの検査スタッフ 検査の前には綿密な説明を行います

医療法人社団 春秋会

南長崎クリニック（病棟）

〒850-0921
長崎市松が枝町3番20号

〈 お問い合わせ 〉

095-827-3606

　
病
棟
に
は
18
床
の
ベ
ッ
ト
を
配
置
し
、病
状
の

悪
化
な
ど
で
自
宅
や
施
設
等
で
の
生
活
が
困
難

に
な
っ
た
患
者
様
が
療
養
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。病
状
が
安
定
し
、再
び
ご
自
宅
で
の

生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、入
院
中
も
セ
ラ
ピ
ス
ト

に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
病
室
は
個
室・２
人
部
屋・４
人
部
屋
を
準
備

し
て
お
り
、患
者
様
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、充
実

し
た
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。ま
た
、食
事
は
栄

養
士
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、療
養
中

の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す

在
宅
療
養
の
継
続
の
た
め
、

入
院
で
の
集
中
的
な
治
療
を

提
供
し
ま
す
。

当
院
の
病
棟
は
、自
宅
で
の
生
活
を

続
け
る
た
め
の
療
養
場
所
で
す
。

明るく快適な共有デイルームおいしい料理を作る栄養部 点滴の確認です。患者様の事は常に診ています

私たちの魅力

医 師 、看 護 師 、セラピスト、訪
問看護師、ケアマネジャーと連
携し、入院中はもちろん、自宅
に戻られた後も療養生活が継
続できるよう連携しサポートし
ています。

定期的な人間ドックがおすすめです

各
種
検
査
、揃
え
て
い
ま
す

万
全
の
検
査
シ
ス
テ
ム
で

病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。
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医療法人社団 春秋会

訪問看護ステーション太陽

〒850-0921
長崎市松が枝町3番20号

〈 お問い合わせ 〉

095-833-2078

今日は調子が良さそうですね精鋭揃いの訪看チーム どこへでも訪問します

私たちの魅力

医療法人社団 春秋会

看護小規模多機能ホームいきいき

人
と
町
と
あ
な
た
を
繋
ぎ
、

い
き
い
き
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

〒850-0921
長崎市松が枝町3番20号

〈 お問い合わせ 〉

095-893-6600

急に紅葉が見たいとのことで
「戸町水源地」へ来ちゃった♪あの島はどこだろう？

スタッフは美人揃い

私たちの魅力

「 訪問看護の職員を知らない人
はいない！」と自負できるほど、医
療介護を問わず春秋会の全ての
事業所へ顔を出し、在宅と医療
介護の架け橋となっています。
利 用 者 約 1 0 0 名の半 数 近くが
地域の医療機関や居宅介護支
援事業所からの紹介で占めてお
り、大浦を中心とした地域を飛び
回っています。
また地域の勉強会や講演会など
に参加し、職員の資質向上も努
めています。
私たちは地域住民の方々を広く
支えている事業所であると自信を
持って活動しています。

若い職員からベテランの職員
までバランスよく配 置し、みん
な切磋琢磨しながら仕事に取
り組んでいます。また、看護師、
リハビリスタッフなど様々な職
種へ気軽に相談できる環境が
あり、利用者様の生活のお役
に立っています。

　私
た
ち
の一日
は
元
気
に
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　主
治
医
の
指
示
の
下
、ご
自
宅
に
訪
問
し
、お

身
体
に
変
化
が
な
い
か
伺
い
ま
す
。訪
問
後
、関

連
す
る
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
対
応
し
ま
す
。他
に
も
、ご
利

用
者・ご
家
族
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、

ご
自
宅
で
安
心
し
て
行
え
る
専
門
的
な
医
療
ケ

ア
や
介
護
ケ
ア
を
お
伝
え
し
ま
す
。ま
た
転
倒
や

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
な
ど
を
目
的
と
し
た
リ
ハ

ビ
リ
も
行
い
ま
す
。

　持
病
の
悪
化
や
転
倒
な
ど
は
予
期
せ
ず
起
こ

り
、生
活
に
不
安
を
感
じ
苦
労
さ
れ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。〝
ご
自
宅
で
少
し
で
も
長
く
、安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
力
に
な
り
た
い
〞
と
思
い

な
が
ら
、私
た
ち
は
今
日
も
笑
顔
を
お
届
け
に
参

り
ま
す
。

看
護
師
・
保
健
師
・
言
語
聴
覚
士
・

理
学
療
法
士
が
自
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　住
み
慣
れ
た
地
域（
自
宅
）で
生
活
で
き
る
よ

う
、な
じ
み
の
職
員
が『
通
い・
訪
問
・
宿
泊
』の

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。ま
た
、そ
の
方
に
応
じ
た

支
援
内
容
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
で
は
、日
々
の
生
活
の

中
に
多
く
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
組
み
入
れ
て
、利
用

者
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
中
で
毎

月
、敬
老
会
、外
出
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の
行
事・企
画

を
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
外
出
に
は
力
を
入
れ
て
お

り
、近
隣
の
ち
ょっ
と
し
た
お
出
か
け
か
ら
帆
船

祭
り
な
ど
、利
用
者
様
に
季
節
や
地
域
行
事
を

体
感
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　看
護
小
規
模
多
機
能
と
い
う
、医
療
と
介
護

を
両
立
さ
せ
た
施
設
が
、医
療
機
関
と
同
じ
建

物
内
に
あ
る
と
い
う
強
み
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

色
々
な
地
域
の
中
に

お
じ
ゃ
ま
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と一
緒
に
、

医
療
を
身
近
な
も
の
に
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医療法人社団 春秋会

訪問看護ステーション太陽

〒850-0921
長崎市松が枝町3番20号

〈 お問い合わせ 〉

095-833-2078

今日は調子が良さそうですね精鋭揃いの訪看チーム どこへでも訪問します

私たちの魅力

医療法人社団 春秋会
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な
た
を
繋
ぎ
、

い
き
い
き
生
活
を
支
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ま
す
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長崎市松が枝町3番20号

〈 お問い合わせ 〉

095-893-6600
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に参加し、職員の資質向上も努
めています。
私たちは地域住民の方々を広く
支えている事業所であると自信を
持って活動しています。

若い職員からベテランの職員
までバランスよく配 置し、みん
な切磋琢磨しながら仕事に取
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。
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わ
せ
て
、

ご
自
宅
で
安
心
し
て
行
え
る
専
門
的
な
医
療
ケ

ア
や
介
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れ
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。
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。
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。
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医療法人社団 春秋会

医療リハビリテーション

地
域
の
皆
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
っ
た

リ
ハ
ビ
リ
を
目
指
し
ま
す

〒850-0921
長崎市松が枝町3番20号

〈 お問い合わせ 〉

095-827-3817

送迎時間も退屈しませんよ～ストレッチ中です。「痛くないですか？」 明るいスタッフが揃っています★

私たちの魅力

医療法人社団 春秋会 南長崎クリニック

通所リハビリテーション

利
用
者
様
が
楽
し
み
、

ま
た
来
た
く
な
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
へ

〒850-0921
長崎市松が枝町3番20号

〈 お問い合わせ 〉

095-828-4706

セラピスト～、整列！
送迎は安全第一を心掛けています

看護師や歯科衛生士も配置。
専門性を生かして関わっています

私たちの魅力

創 立 3 0 周 年の輪は、診 察 室
の外へも広がっています。大
浦 地 区を中 心に患 者 様 同 士
が顔見知りの場合も多く、リハ
ビリフロアで会った際に昔の
思い出 話しに花が 咲くことも
度々です。スタッフも常に明る
い雰 囲 気づくりを心 掛けてお
り、笑顔の絶えないリハビリフ
ロアになっています。

当 施 設 は 、様 々な職 種 のス
タッフや設備により、利用者様
やその家族のニーズへ柔軟に
対応し、利用者様へ出来る限
りのサービスを提 供していま
す。また、アクトや各行事等に
より利 用 者 様に楽しみを持っ
てもらいながら、日常生活の充
実度の向上を目指しています。

　患
者
様
の
病
状
を
把
握
し
な
が
ら
、入
院
中
ま

た
は
外
来
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、介
護
保
険
を
使
用
し
た
短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ

リ
を
同
一
フ
ロ
ア
で
実
施
し
て
お
り
、医
療
的
な

知
識
を
活
か
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
て
い
ま

す
。的
確
な
評
価
を
行
い
、利
用
者
様
に
必
要
な

個
別
訓
練
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、続
け
や
す

い
自
主
訓
練
を
考
案
し
た
り
と
、ご
自
宅
で
も

行
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　運
動
機
能
の
み
で
な
く
、認
知
機
能
や
嚥
下
機

能・栄
養
状
態
も
し
っ
か
り
評
価
を
し
た
上
で
関

係
職
種
と
連
携
を
図
り
、病
気
の
重
度
化
防
止

に
寄
与
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
や
住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、在
宅
生
活
を

送
っ
て
い
る
要
介
護
者
や
要
支
援
者
が
、よ
り
自

立
し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。主
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、自
宅

へ
の
送
迎
、リ
ハ
ビ
リ
、食
事
、入
浴
、口
腔
ケ
ア
な

ど
が
あ
り
ま
す
。日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た

め
に
理
学
療
法
、作
業
療
法
、言
語
療
法
等
の
必

要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、利
用
者
様
の

心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、介
護
者（
家
族
）の
介
護
負
担
軽
減
も
目

的
の一つ
と
し
て
お
り
、重
介
護
者
の
食
事・入
浴

の
介
助
支
援
や
家
族
等
へ
の
介
助
方
法
の
指
導

な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
っ
て
く
だ
さ
る
利
用
者
様
に
、

楽
し
み
な
が
ら
で
き
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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。

13Heartful Shiki14



　
私
た
ち
介
護
支
援
専
門
員
は
地
域
の
高
齢
者

や
そ
の
ご
家
族
に
と
っ
て
身
近
な
地
域
の
相
談
窓

口
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
へ
の

相
談
援
助

・
介
護
申
請
や
更
新
申
請
等
の
代
行

・
ご
本
人
の
在
宅
生
活
の
継
続
の
た
め
に
最
も

適
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
や
提
案

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
絡・調
整

・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
の
受
付
や
取
次
ぎ

・
施
設
入
所
に
つ
い
て
の
相
談
援
助

医療法人社団 春秋会 南長崎クリニック

居宅介護支援事業所

プ
ラ
ス
１

「
も
う一
人
の
家
族
」

介
護
保
険
の
申
請
を
考
え
て
い
る
方
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
独
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

ま
ず
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

〒850-0921
長崎市松が枝町３番２０号

〈 お問い合わせ 〉

095-827-3030

幅広い年齢のケアマネジャーたち介護の相談は私たちにお任せください ケアプランを作ってます

私たちの魅力

法
人
と
は

南長崎クリニック
副院長

永田　 済

　
み
な
さ
ん
は「
法
人
」と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？「
よ
く
目
に
は
す

る
け
ど
よ
く
知
ら
な
い
」
、「
法
人
？
国
の
人
？
」
、

「
そ
う
い
え
ば
学
校
法
人
、宗
教
法
人
と
か
聞
い
た

こ
と
あ
る
け
ど…

…

」、「
別
に
知
ら
な
く
て
も
生
き

て
い
け
る
し
ど
う
で
も
い
い
」な
ど
い
ろ
ん
な
声
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
ね
。今
回
は
そ
の
数
あ
る
法

人
の
中
で
も
我
々
が
日
々
関
係
し
て
い
る「
医
療
法

人
」と
い
う
も
の
に
つ
い
て
少
し
だ
け
解
説
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
医
療
法
人
と
聞
い
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
正
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
た

め
に
は
ま
ず
言
葉
の
意
味
、定
義
を
知
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

　
医
療
法
人
と
い
う
言
葉
の
定
義
は
以
下
の
通
り

で
す
。「
病
院
、医
師
も
し
く
は
歯
科
医
師
が
常
時

勤
務
す
る
診
療
所
ま
た
は
介
護
老
人
保
健
施
設
を

開
設
し
よ
う
と
す
る
社
団
ま
た
は
財
団
」(

39
条
１

項)

と
医
療
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に「
法
人
」と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
し
ょ
う

か
。「
一
定
の
社
会
的
活
動
を
営
む
組
織
体
で
、法
律

に
よ
り
特
に
権
利
能
力
を
認
め
ら
れ
た
も
の
を
い

う
」
。つ
ま
り
生
身
の
人
間
の
よ
う
に
体
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
が
法
律
上
、人
と
み
な
さ
れ
る
存
在
と

言
え
ま
す
。よ
っ
て
医
療
法
人
と
い
う
の
は
、人
格
を

持
ち
経
済
活
動
を
行
う
国
か
ら
認
め
ら
れ
た
人
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
こ
で
い
う
経
済
活
動
と

は
我
々
が
普
段
行
っ
て
い
る
医
療
活
動
の
こ
と
で
す

ね
。か
け
が
え
の
な
い
生
命
、身
体
の
安
全
に
直
接

関
わ
る
だ
け
に
営
利
を
目
的
と
せ
ず
社
会
貢
献
を

第
一
と
し
安
定
的
普
及
を
図
る
た
め
医
療
法
に
よ
っ

て
定
義
さ
れ
て
い
る
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
法
的
理
念
に
基
づ
い
て
賛
同
し
、私

た
ち
独
自
の
理
念
も
織
り
交
ぜ
後
ろ
盾
と
し
な
が

ら
、日
々
全
力
で
患
者
様
の
生
命
・
身
体
の
安
全
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。医
療
法
人
は
都
道
府
県
の
管

轄
と
な
り
決
算
関
係
の
書
類
の
提
出
、チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
厳
重
に
受
け
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
も
含
め
て
公

的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

皆
様
の
信
頼
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、今
後

も
我
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
余
す
こ
と
な
く
地
域
医

療
へ
と
注
ぎ
込
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。か
な
り
ざ
っ
く
り
と

し
た
説
明
で
す
の
で
逆
に
わ
か
り
に
く
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、少
し
で
も
医
療
法
人
と
い
う
も
の

に
対
す
る
理
解
が
深
ま
れ
ば
幸
い
で
す
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医 療 機 関 併 設の事 業 所なの
で、診 療や入 院 、リハビリ、訪
問看護等の医療系サービスに
ついてのご相談も迅速に対応
できます。
主任介護支援専門をはじめと
した10名以上の介護支援専
門員を配 置しています。男 性
職員も女性職員も個性豊かな
メンバーです。
その強みを十 分 発 揮して、個
別の相談に応じて柔軟な対応
をすることができます。
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私
た
ち
介
護
支
援
専
門
員
は
地
域
の
高
齢
者

や
そ
の
ご
家
族
に
と
っ
て
身
近
な
地
域
の
相
談
窓
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て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
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っ
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介
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た
方
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家
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の
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介
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申
請
や
更
新
申
請
等
の
代
行

・
ご
本
人
の
在
宅
生
活
の
継
続
の
た
め
に
最
も

適
し
た
サ
ー
ビ
ス
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択
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提
案

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
絡・調
整

・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
の
受
付
や
取
次
ぎ

・
施
設
入
所
に
つ
い
て
の
相
談
援
助

医療法人社団 春秋会 南長崎クリニック

居宅介護支援事業所

プ
ラ
ス
１
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も
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族
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介
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独
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〈 お問い合わせ 〉
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？
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療
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。
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介
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医療法人社団 春秋会

小規模多機能ホームなんくり

そ
の
想
い
、

い
た
だ
き
ま
す
！

〒850-0922
長崎市相生町9番７号

〈 お問い合わせ 〉

095-823-3009

みんなで楽しくレクリエーションタイム おやつを作ってます～「美味しそう♪」

　
現
在
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ん
く
り
は
、平
均
介

護
度
２・８
、平
均
年
齢
は
89
歳
。最
年
少
の
方

が
82
歳
、最
高
齢
は
１
０
１
歳
の
ご
長
寿
の
方
が

お
ら
れ
、合
計
27
名
の
ご
入
居
者
が
生
活
を
さ
れ

て
お
り
、そ
の
方
々
を
22
名
の
職
員
で
日
々
支
え

て
い
ま
す
。

　
行
事
に
力
を
入
れ
て
お
り
、家
族
と
入
居
者
様

の
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
家
族
会
や
、３
月
に

は
創
立
祭
、８
月
は
夏
祭
り
、10
月
は
大
浦
く
ん

ち
、そ
し
て
12
月
に
は
餅
つ
き
等
、年
間
を
通
し
て

様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
と
連
携
し
、安
心
の
も
と
に
穏
や
か
な
日

常
を
提
供
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
是
非
と
も
一
度
ご
来
所
さ
れ
て
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
ご
確
認
下
さ
い
。

医療法人社団 春秋会

グループホーム なんくり

住
み
慣
れ
た
こ
の
場
所
で
、

あ
な
た
の
笑
顔
を
守
り
ま
す
。

〒850-0922
長崎市相生町9番７号

〈 お問い合わせ 〉

095-827-3110

明るいスタッフがサポートします暮らしもリハビリです。
仲良く洗濯ものを畳んでいます

優しいスタッフに囲まれてご自分の家と変わらない
暮らしを送っています

私たちの魅力私たちの魅力

我々は利用者様との距離感を
第一に考え、関わりを持たせて
頂いております。医療・介護面
はもちろんのこと、人と人との
繋がりが生む安心感と信頼感
は事業所に来て頂ければすぐ
に感じられるはずです。

スタッフは皆、個性豊かでベテラ
ンも多く、経験からくる落ち着い
た対応力が一番の魅力です。

　
通
い・
訪
問
・
宿
泊
を
軸
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。サ
ー
ビ
ス
は
出
来
る
事
に
細
か
く

内
容
が
分
か
れ
て
お
り
、皆
様
の
ご
自
宅
で
の
生

活
状
況
に
合
わ
せ
た
提
案
を
行
わ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。「
ど
こ
ま
で
し
て
も
ら
え
る
の
？
」「
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
の
？
」等
、疑
問
に
な
り
ま
し

た
ら
い
つ
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。皆
様
の
毎
日
の

生
活
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

通
い・
訪
問
・
宿
泊
を
軸
に

在
宅
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
し
ま
す
。

自
宅
で
の
生
活
が
難
し
く
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

私が綺麗に盛り付けました
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医療法人社団 春秋会

小規模多機能ホームなんくり

そ
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介
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０
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27
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の
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入
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を
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て
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方
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を
22
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の
職
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で
日
々
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え

て
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ま
す
。

　
行
事
に
力
を
入
れ
て
お
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と
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者
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の
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流
の
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是
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容
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来
る
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も
し
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せ
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に
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。
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医療法人社団　春秋会

大浦十三番館デイサービス

自
分
で
で
き
る
喜
び
と
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
憩
い
の
場

〒850-0918
長崎市大浦町3-21大浦十三番館2F

〈 お問い合わせ 〉

095-818-8018

　
大
浦
地
域
を
中
心
に
、住
み
慣
れ
た
在
宅
で
の

支
援
を
行
う
た
め
に
、介
護
サ
ー
ビ
ス
、障
害
サ
ー

ビ
ス
、移
送
支
援
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

　
最
大
の
特
徴
と
し
て
は
、ご
自
宅
で
の
転
倒
や

急
病
な
ど
に
よ
り
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
駆
け
つ
け
ら
れ
る
体

制
を
と
っ
て
お
り
、在
宅
生
活
が「
安
全
・
安
心
」

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
斜
面
地
が
多
い
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、ひ
と

り
で
も
多
く
の
方
が
永
く
在
宅
で
日
常
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、買
い
物
等
の
生
活
支
援
や
食
事
介
助・

入
浴
介
助・通
院（
病
院
）同
行
と
い
っ
た
身
体
介

護
を
行
って
い
ま
す
。

医療法人社団　春秋会

ヘルパーステーションライフケア
24h安心センターライフケア

最
後
ま
で
の
在
宅
で
の

生
活
を
支
援
し
ま
す

〒850-0918
長崎市大浦町3番21号 大浦十三番館2F

〈 お問い合わせ 〉

095-827-1070
095-893-5112

私たちの魅力私たちの魅力

利用者様にとって『 楽しい』が
満載のデイサービスです。
職員は老若男女（笑）それぞれ
に個性溢れています。
常に利用者様に寄り添う施設
づくりを実践しています。

『 全ての仕 事に笑 顔で対 応し、自
信と責任を持とう』をモットーとして
おり、職員の笑顔が多い職場です。
・月に1回は全職員対象で勉強会

を開催し、職員の自己研鑽に努
めています。

・職員研 修として、男性 職員も参
加した調理実習を行っています。

　
明
る
い
フ
ロ
ア
で
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぐ
利
用

者
様
、マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
リ
ハ
ビ
リ
に
励
む

利
用
者
様
。利
用
者
様
の
一
日
は
様
々
で
す
。昼

食
後
の
カ
ラ
オ
ケ
の
ほ
か
、曜
日
ご
と
に
職
員
に

よ
る
脳
ト
レ
や
国
語
の
授
業
、習
字・絵
手
紙・音

楽
教
室
等
の
時
間
が
あ
り
、楽
し
み
な
が
ら
い
つ

の
ま
に
か
認
知
症
予
防
や
転
倒
予
防
に
取
り
組

ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
買
い
物
支

援
な
ど
、隣
接
の
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
利
用
者
様
の
今
を
支
え
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、半
日
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
短
期
集
中
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

明
る
い
フ
ロ
ア
と
ス
タ
ッ
フ
に
囲
ま
れ
て
、

自
分
ら
し
く
楽
し
く
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？

自
宅
で
の
日
頃
の
生
活
か
ら
、最
後
の

看
取
り
の
時
ま
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

私たちがお待ちしています楽しいイベント計画中！！ 何が良いかな？私たちと楽しい時間を過ごしましょう♪調理実習を開催中。男性も頑張っています スケジュール調整、大変です移送支援の風景
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医療法人社団　春秋会

大浦十三番館デイサービス

自
分
で
で
き
る
喜
び
と
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
憩
い
の
場

〒850-0918
長崎市大浦町3-21大浦十三番館2F

〈 お問い合わせ 〉

095-818-8018

　
大
浦
地
域
を
中
心
に
、住
み
慣
れ
た
在
宅
で
の

支
援
を
行
う
た
め
に
、介
護
サ
ー
ビ
ス
、障
害
サ
ー

ビ
ス
、移
送
支
援
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

　
最
大
の
特
徴
と
し
て
は
、ご
自
宅
で
の
転
倒
や

急
病
な
ど
に
よ
り
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
駆
け
つ
け
ら
れ
る
体

制
を
と
っ
て
お
り
、在
宅
生
活
が「
安
全
・
安
心
」

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
斜
面
地
が
多
い
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、ひ
と

り
で
も
多
く
の
方
が
永
く
在
宅
で
日
常
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、買
い
物
等
の
生
活
支
援
や
食
事
介
助・

入
浴
介
助・通
院（
病
院
）同
行
と
い
っ
た
身
体
介

護
を
行
って
い
ま
す
。
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24h安心センターライフケア
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後
ま
で
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宅
で
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活
を
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援
し
ま
す
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私たちの魅力私たちの魅力
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に個性溢れています。
常に利用者様に寄り添う施設
づくりを実践しています。

『 全ての仕 事に笑 顔で対 応し、自
信と責任を持とう』をモットーとして
おり、職員の笑顔が多い職場です。
・月に1回は全職員対象で勉強会

を開催し、職員の自己研鑽に努
めています。

・職員研 修として、男性 職員も参
加した調理実習を行っています。

　
明
る
い
フ
ロ
ア
で
ゆ
っ
く
り
と
く
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利
用

者
様
、マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
リ
ハ
ビ
リ
に
励
む

利
用
者
様
。利
用
者
様
の
一
日
は
様
々
で
す
。昼

食
後
の
カ
ラ
オ
ケ
の
ほ
か
、曜
日
ご
と
に
職
員
に

よ
る
脳
ト
レ
や
国
語
の
授
業
、習
字・絵
手
紙・音

楽
教
室
等
の
時
間
が
あ
り
、楽
し
み
な
が
ら
い
つ

の
ま
に
か
認
知
症
予
防
や
転
倒
予
防
に
取
り
組

ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
買
い
物
支

援
な
ど
、隣
接
の
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
利
用
者
様
の
今
を
支
え
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、半
日
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
短
期
集
中
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

明
る
い
フ
ロ
ア
と
ス
タ
ッ
フ
に
囲
ま
れ
て
、

自
分
ら
し
く
楽
し
く
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？

自
宅
で
の
日
頃
の
生
活
か
ら
、最
後
の

看
取
り
の
時
ま
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

私たちがお待ちしています楽しいイベント計画中！！ 何が良いかな？私たちと楽しい時間を過ごしましょう♪調理実習を開催中。男性も頑張っています スケジュール調整、大変です移送支援の風景
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長
崎
港
を一望
で
き
る
鍋
冠
山
公
園
の
向
か
い

に
あ
る
建
物
の
２
階
に
位
置
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
す
。全
て
個
室
に
な
っ
て
お
り
、ベッ
ド・エ
ア

コ
ン・カ
ー
テ
ン・ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
な
ど
は
備
え
付
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。訪
問
診
療（
月
２
回
）、看
護

師
の
訪
問（
週
１
回
）、心
療
内
科
医
の
訪
問
診

察（
月
２
回
）等
充
実
し
た
医
療
体
制
が
整
っ
て

お
り
、入
居
者
、家
族
、ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
安
心
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
中
で
３
名
ま
で
利
用
で
き

る
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
も
運
営
し
て
お

り
、将
来
入
居
を
考
え
て
い
る
方
が
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
出
来
る
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

医療法人社団 春秋会

二本松養生所（グループホーム）

の
ん
び
り
と
穏
や
か
に

ほ
の
ぼ
の
と

〒850-0952
長崎市戸町2丁目177番28号

〈 お問い合わせ 〉

095-811-1919

　
戸
町
に
あ
り
、近
く
に
は
鍋
冠
山
展
望
台
が
あ

り
ま
す
。公
園
が
目
の
前
で
車
の
通
り
も
少
な

く
、環
境
の
良
い
立
地
を
生
か
し
た
リ
ハ
ビ
リ
や

運
動
、眺
め
の
い
い
お
風
呂
で
心
も
体
も
癒
さ
れ

ま
す
。２
階
に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ
り
、ご
希

望
に
合
わ
せ
た
利
用
が
可
能
で
す
。

医療法人社団 春秋会

自
然
と
身
近
な
環
境
で
、

や
り
が
い
を
見
つ
け
て
見
ま
せ
ん
か
？

二本松荘（デイサービス）

自
然
いっ
ぱ
い
、笑
顔
いっ
ぱ
い

人
と
人
と
の
繋
が
り
の
場

〒850-0952
長崎市戸町2丁目177番28号

〈 お問い合わせ 〉

095-811-1616

私たちの魅力私たちの魅力

地域の協力を得ながら地域行
事 に 参 加したり、1 階 のデイ
サービスと合同で行う行事等を
通じて、数多くの人との関わり
を持って頂く場面づくりを心掛
けています。
入居者様は体と頭の運動も1
日のメニューとして実施していま
す。

利 用 者 様からは、「 二 本 松 荘
では昼食とデザートが手作りで
とても美味しい」と好評をいた
だいています。毎 週 水 曜日に
は陶芸教室が開催され、オリジ
ナルの作品を作ることができま
す。二本松地区との交流の機
会もあり、地域の方々に支えら
れながら合同行事や交流会な
どを行っています。

私
は
わ
た
し
ら
し
く

あ
な
た
は
あ
な
た
ら
し
く

テーブルホッケーが白熱中！風船バレーで運動中幅広い年齢のスタッフが揃っています私たちが二本松荘スタッフですおいしい食事を作りま～す週に１度の陶芸教室
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長
崎
港
を一望
で
き
る
鍋
冠
山
公
園
の
向
か
い

に
あ
る
建
物
の
２
階
に
位
置
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
す
。全
て
個
室
に
な
っ
て
お
り
、ベッ
ド・エ
ア

コ
ン・カ
ー
テ
ン・ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
な
ど
は
備
え
付
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。訪
問
診
療（
月
２
回
）、看
護

師
の
訪
問（
週
１
回
）、心
療
内
科
医
の
訪
問
診

察（
月
２
回
）等
充
実
し
た
医
療
体
制
が
整
っ
て

お
り
、入
居
者
、家
族
、ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
安
心
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
中
で
３
名
ま
で
利
用
で
き

る
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
も
運
営
し
て
お

り
、将
来
入
居
を
考
え
て
い
る
方
が
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
出
来
る
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

医療法人社団 春秋会

二本松養生所（グループホーム）

の
ん
び
り
と
穏
や
か
に

ほ
の
ぼ
の
と

〒850-0952
長崎市戸町2丁目177番28号

〈 お問い合わせ 〉

095-811-1919

　
戸
町
に
あ
り
、近
く
に
は
鍋
冠
山
展
望
台
が
あ

り
ま
す
。公
園
が
目
の
前
で
車
の
通
り
も
少
な

く
、環
境
の
良
い
立
地
を
生
か
し
た
リ
ハ
ビ
リ
や

運
動
、眺
め
の
い
い
お
風
呂
で
心
も
体
も
癒
さ
れ

ま
す
。２
階
に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ
り
、ご
希

望
に
合
わ
せ
た
利
用
が
可
能
で
す
。

医療法人社団 春秋会

自
然
と
身
近
な
環
境
で
、

や
り
が
い
を
見
つ
け
て
見
ま
せ
ん
か
？

二本松荘（デイサービス）

自
然
いっ
ぱ
い
、笑
顔
いっ
ぱ
い

人
と
人
と
の
繋
が
り
の
場

〒850-0952
長崎市戸町2丁目177番28号

〈 お問い合わせ 〉

095-811-1616

私たちの魅力私たちの魅力

地域の協力を得ながら地域行
事 に 参 加したり、1 階 のデイ
サービスと合同で行う行事等を
通じて、数多くの人との関わり
を持って頂く場面づくりを心掛
けています。
入居者様は体と頭の運動も1
日のメニューとして実施していま
す。

利 用 者 様からは、「 二 本 松 荘
では昼食とデザートが手作りで
とても美味しい」と好評をいた
だいています。毎 週 水 曜日に
は陶芸教室が開催され、オリジ
ナルの作品を作ることができま
す。二本松地区との交流の機
会もあり、地域の方々に支えら
れながら合同行事や交流会な
どを行っています。

私
は
わ
た
し
ら
し
く

あ
な
た
は
あ
な
た
ら
し
く

テーブルホッケーが白熱中！風船バレーで運動中幅広い年齢のスタッフが揃っています私たちが二本松荘スタッフですおいしい食事を作りま～す週に１度の陶芸教室
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〒850-0922
長崎市相生町1-17 メゾンド田中202号

〈 お問い合わせ 〉

095-818-8311

　
子
育
て
、障
害
、介
護
、お
金
の
こ
と
な
ど
、

何
を
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た

方
々
の
悩
み
や
問
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け

止
め
、悩
み
を
一
つ
ず
つ
整
理
し
な
が
ら
様
々
な

支
援
機
関
と
繋
が
っ
て
、解
決
に
向
け
て
支
援

す
る
相
談
機
関
で
す
。こ
の
よ
う
な
方
が
地
域

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、さ
ら
に
相
談
で
き
な

い
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
専
門
機
関
、地
域
の
方
々
と
一

緒
に
作
っ
て
い
け
る
よ
う
な
働
き
か
け
も
行
っ
て

い
ま
す
。

困
っ
た
な
あ

気
に
な
る
な
あ

と
感
じ
た
ら
、

南
多
機
関
へ
‼

長崎市大浦地域包括支援センター

私たちの魅力

色々な困りごとのワンストップ相談
窓口としての機能を果たします！
・迅速に対応します（斜面地や階

段地域も何のその！）
・一人ひとりに寄り添い真心こめ

て対応します
・連携して皆さんを支えます（チー

ムワークはお任せあれ！）
・自立して生活できるよう支援します
・暮らしやすい町づくりに努めます

　
長
崎
市
大
浦
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、大
浦
中
学
校・梅
香
崎
中
学
校
区
の
65
歳

以
上
の
高
齢
者（
７
７
５
８
名
・
高
齢
化
率

36
％
）の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

　
地
域
住
民
の
心
身
の
健
康
維
持
や
生
活
の

安
定
、保
健
・
福
祉
・
医
療
の
向
上
、財
産
管

理
、虐
待
防
止
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、

地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
担
い
、課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

実
践
し
て
い
く
こ
と
を
主
な
業
務
と
し
て
い

ま
す
。現
在
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
名
、

社
会
福
祉
士
１
名
、保
健
師
２
名
、認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
１
名
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

３
名
の
計
９
名
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の

知
識
を
生
か
し「
チ
ー
ム
」と
し
て
高
齢
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

『
い
つ
ま
で
も
こ
の
町
で
暮
ら
し
た
い
』

を
応
援
し
ま
す

南多機関型地域包括支援センター
〒850-0922
長崎市相生町1-17 メゾンド田中202号

〈 お問い合わせ 〉

095-801-0711

　
平
成
２０
年
。長
崎
市
か
ら
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
琴

の
浦
荘
の
民
間
移
譲
先
法
人
と
し
て
見
事
選
定
さ
れ
、社
会

福
祉
法
人
五
蘊
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
人
名
の「
五
蘊
」は
理
事
長
が
般
若
心
経
の
冒
頭
の一行

に
あ
る「
照
見
五
蘊
皆
空
」か
ら
引
用
し
、命
名
し
ま
し
た
。

　
五
蘊
会
の
開
設
職
員
と
し
て
南
ク
リ
職
員
の
中
か
ら
私
を

含
め
て
６
名
が
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。南
ク
リ
か
ら
琴
の
浦
荘
ま

で
往
復
70
キ
ロ
。毎
週
琴
海
へ
足
を
運
び
、昼
間
は
定
例
引
き

継
ぎ
会
、夕
方
か
ら
は
職
員
研
修
を
継
続
開
催
。皆
で
必
死
に

な
っ
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　
平
成
２１
年
４
月
１
日
午
前
零
時
に
長
崎
市
か
ら
五
蘊
会
へ

と
運
営
主
体
が
移
行
。前
代
未
聞
の
こ
の
瞬
間
を
担
う
夜
勤

担
当
を
自
ら
志
願
し
た
の
は
、こ
の
瞬
間
に
市
の
嘱
託
職
員
か

社会福祉法人五蘊会
法人本部統括部長

福田 安秀

ご
挨
拶

ら
五
蘊
会
の
職
員
へ
と
変
更
し
て
継
続
採
用
さ
れ
た
２
名
の

職
員
で
し
た
。法
人
職
員
数
３４
名
で
の
運
営
開
始
。当
初
は

毎
日
が
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
感
動
ド
ラ
マ
の
連
続
で
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
１１
年
。現
在
法
人
職
員
総
数
２
１
１
名
。夜
勤

を
志
願
し
た
２
名
は
現
在
も
活
躍
中
で
す
。ま
た
法
人
の
事

業
も
琴
海
、戸
町
、桜
馬
場
、大
浦
の
４
地
域
へ
と
広
が
り
ま

し
た
。

　
で
は
、各
地
域
の
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
琴
海
地
域
】

　
琴
の
浦
荘
運
営
当
初
か
ら
地
域
と
の
交
流・連
携
を
徹
底

し
て
推
進
。新
た
な
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
在
宅
介
護
事
業

を
開
始
。

　
平
成
２４
年
度
、長
崎
市
か
ら
琴
海
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
受
託
し
、市
の
施
策
を
具
現
化
し
た
地
域
支

援
事
業
を
展
開
。

　
平
成
２５
年
度
、琴
の
浦
荘
を
新
築・移
転
。全
室
個
室
の
特

養
と
し
て
個
別
ケ
ア
を
推
進
。

　『
地
域
が一つ
の
施
設
。道
路
が「
廊
下
」自
宅
が「
居
室
」』

と
捉
え
、２４
時
間
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
。

　
平
成
２８
年
度
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
こ
す
も
す
ク
ラ
ブ
の

運
営
移
譲
を
受
託
。同
年
８
月
、長
崎
市
が
国
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
設
置
し
た
北
多
機
関
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
受
託
。

　
現
在
琴
海
地
域
に
お
け
る
活
動
は
、高
齢
・
障
が
い・
児
童

等
を
含
め
て「
丸
ご
と
」つ
な
が
る
地
域
包
括
支
援
体
制
の
構

築
へ
と
進
化
し
て
い
ま
す
。

【
戸
町
地
域
】

　
平
成
２３
年
度
よ
り
長
崎
市
か
ら
長
崎
市
立
戸
町
保
育
所

の
移
譲
を
受
け
、「
幼
老
共
生
」の
実
現
を
目
指
し
て
地
域
に

根
差
し
た
運
営
を
開
始
。平
成
２７
年
度
、幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
。令
和
元
年
に
は
と
ま
ち
こ
ど
も
園
の
大
規

模
改
修
工
事
が
完
了
し
、ピ
カ
ピ
カ
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
園
舎
で
保
育
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、平
成
２９
年
度
に
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
と
ま
ち
ク
ラ
ブ
を
戸
町
小
学
校
内
に
開

設
し
た
こ
と
で
、０
歳
か
ら
１２
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
育
ち
の
連
続
性
を
重
視
し
た
子
育
て
支
援
を
保
護
者
、

学
校
、地
域
と
の
連
携
の
も
と
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
桜
馬
場
地
域
】

　
平
成
２９
年
度
、学
校
法
人
玉
木
学
園
か
ら
用
地
提
供
の
協

力
を
頂
き
、地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
緑
風
」を

開
設
。運
営
推
進
会
議
を
通
し
て
施
設
運
営
状
況
や
地
域
の

現
状
、要
望
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
施
設
と
地
域
」が

「
信
頼
と
協
働
」を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

【
大
浦
地
域
】

　
平
成
２９
年
度
、保
護
者
や
地
域
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
応

え
て
大
浦
小
学
校
内
に
設
置
さ
れ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ゆ

う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
受
託
し
ま
し
た
。大
浦
は
医
療
法

人
の
拠
点
地
域
で
す
。医
療
法
人
の
関
連
施
設
の
利
用
者
と

の
交
流
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
五
蘊
会
の
軌
跡
は
、い
つ
も
利
用
者
や
地
域
の
方
に
教
え
て

頂
き
、支
え
ら
れ
、そ
し
て
育
て
て
頂
い
た
歩
み
で
も
あ
り
ま

す
。社
会
福
祉
法
人
の
存
在
意
義
や
目
的
は「
地
域
づ
く
り
」

そ
の
も
の
で
あ
り
、当
法
人
が
展
開
す
る
事
業
や
地
域
貢
献

活
動
は
そ
の
た
め
の
目
的
や
手
段
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
と
責

任
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　　
今
後
も
急
激
な
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
な
が
ら
、地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て

利
用
者
満
足
と
地
域
満
足
の
最
大
化
に
法

人
総
力
を
挙
げ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
と
共
に

〜 

五
蘊
会
の
軌
跡 

〜

社
会
福
祉
法
人 

五
蘊
会
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子
育
て
、障
害
、介
護
、お
金
の
こ
と
な
ど
、

何
を
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た

方
々
の
悩
み
や
問
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け

止
め
、悩
み
を
一
つ
ず
つ
整
理
し
な
が
ら
様
々
な

支
援
機
関
と
繋
が
っ
て
、解
決
に
向
け
て
支
援

す
る
相
談
機
関
で
す
。こ
の
よ
う
な
方
が
地
域

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、さ
ら
に
相
談
で
き
な

い
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
専
門
機
関
、地
域
の
方
々
と
一

緒
に
作
っ
て
い
け
る
よ
う
な
働
き
か
け
も
行
っ
て

い
ま
す
。

困
っ
た
な
あ

気
に
な
る
な
あ

と
感
じ
た
ら
、

南
多
機
関
へ
‼

長崎市大浦地域包括支援センター

私たちの魅力

色々な困りごとのワンストップ相談
窓口としての機能を果たします！
・迅速に対応します（斜面地や階

段地域も何のその！）
・一人ひとりに寄り添い真心こめ

て対応します
・連携して皆さんを支えます（チー

ムワークはお任せあれ！）
・自立して生活できるよう支援します
・暮らしやすい町づくりに努めます

　
長
崎
市
大
浦
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、大
浦
中
学
校・梅
香
崎
中
学
校
区
の
65
歳

以
上
の
高
齢
者（
７
７
５
８
名
・
高
齢
化
率

36
％
）の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

　
地
域
住
民
の
心
身
の
健
康
維
持
や
生
活
の

安
定
、保
健
・
福
祉
・
医
療
の
向
上
、財
産
管

理
、虐
待
防
止
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、

地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
担
い
、課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

実
践
し
て
い
く
こ
と
を
主
な
業
務
と
し
て
い

ま
す
。現
在
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
名
、

社
会
福
祉
士
１
名
、保
健
師
２
名
、認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
１
名
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

３
名
の
計
９
名
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の

知
識
を
生
か
し「
チ
ー
ム
」と
し
て
高
齢
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

『
い
つ
ま
で
も
こ
の
町
で
暮
ら
し
た
い
』

を
応
援
し
ま
す

南多機関型地域包括支援センター
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の
も
の
で
あ
り
、当
法
人
が
展
開
す
る
事
業
や
地
域
貢
献

活
動
は
そ
の
た
め
の
目
的
や
手
段
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
と
責
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を
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確
認
し
ま
し
た
。

　　
今
後
も
急
激
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社
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の
変
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に
柔
軟
に

対
応
し
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が
ら
、地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て

利
用
者
満
足
と
地
域
満
足
の
最
大
化
に
法

人
総
力
を
挙
げ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
と
共
に

〜 

五
蘊
会
の
軌
跡 

〜

社
会
福
祉
法
人 

五
蘊
会
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〒851-3103
長崎市琴海戸根町743番地47

〈 お問い合わせ 〉

095-884-3510

社会福祉法人 五蘊会

　入
居
し
て
も「
こ
こ
が
我
が
家
」と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、入
居
者
様
が
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、そ
の
方
ら
し
い「
暮
ら
し
」

を
大
切
に
考
え
、個
別
ケ
ア（
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
）に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　入
居
者
様
ご
自
身
が
出
来
る
こ
と
を
大
事

に
、わ
た
し
た
ち
が
主
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
の
で
は
な
く
、入
居
者
様
が「
主
体
」と

な
っ
て
今
ま
で
の
暮
ら
し
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

多
彩
な
専
門
職
が
協
力
し
、入
居
者
の
日
々
の

生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
感
じ
、そ
の
人
の
尊
厳
と

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
大
切
に
し
ま
す
。

私たちの魅力　長
崎
市
内
を
は
じ
め
、西
彼
町
、時
津
町
、長

与
町
に
お
住
ま
い
の
方
が
、ご
家
族
が
ご
用
事
の

際
や
介
護
の
休
憩
を
し
た
い
な
、と
お
考
え
の
と

き
に
お
泊
り
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。な
じ
み
の

場
所
に
な
っ
た
後
に
は
施
設
内
に
あ
る
老
人
ホ
ー

ム
へ
安
心
し
て
入
居
が
で
き
る
よ
う
、利
用
者
様

を
中
心
に
介
護
職
員
や
看
護
師
、機
能
訓
練
指

導
員
、管
理
栄
養
士
な
ど
の
専
門
職
が
手
を
取

り
合
っ
て
、日
常
生
活
の
中
の
困
り
ご
と
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
様
や
ご
家
族
の

ご
意
向
に
沿
っ
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

私たちの魅力

社会福祉法人 五蘊会

特別養護老人ホーム 琴の浦荘特別養護老人ホーム 琴の浦荘（短期入所生活介護）

「多職種協働で安心ライフ」
介護・看護・リハビリ・栄養・ケ
アマネジャー、またご家族様と
チームを組み、入 居 者 様が安
心できる「 暮らし」をサポートし
ます。

「施設が地域に入っていく」
・地域イベントや地域の清掃

活動への参加、小中学校と
の交流、職場体験の受け入
れ等、積極的な地域との関わ
りを大切に活動しています。

・施設に入居しても入居者様
と地域との関係性をつなぐこ
とが施設の役割と考え、地域
サロンへの参加、自宅への外
出支援等、わたしたちが「出
向く」意識で地域へ入ってい
ます。

「運動ができるお泊りどころ」
機能訓練指導員を配置してお
り、利用者様の身体や家屋の
状況を確認し、起き上がりから
立ち上がり、歩行、排泄動作な
どの日常生活の中で動きにくさ
を軽くできるよう、個別でのリハ
ビリを実施しています。ご利用
時に身 体 機 能を確 認し、その
方の体力に合わせた目標を作
り、体操を行っています。

「通いなれた施設でなじみの友
人との交流ができる場」
老人ホームやデイサービスのご
友 人と春にはお花 見 、夏には
スイカ割り、秋には芋 掘り、冬
には餅つきなど季節感を感じら
れるイベントを通じて交流をされ
ています。
利用者様のご希望に沿ったイ
ベントを企画しており、カラオケ
好きな利用者様の歌謡ショー
も開催しています。

暮
ら
し
の
継
続 

新
た
な「
我
が
家
」

自
宅
で
の
生
活
を
そ
の
ま
ま
に

〒851-3103
長崎市琴海戸根町743番地47

〈 お問い合わせ 〉

095-884-3510

出来る事は、皆様と一緒に趣味活動も充実しています お話ししながら食事介助ボール体操頑張ってます！
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2７Heartful Shiki2８

　様
々
な
活
動
に
参
加
す
る
中
で〝
で
き
る
事
〞を

見
つ
け
た
り
、や
っ
て
み
た
い
け
ど
家
で
は
な
か
な

か
で
き
な
い〝
し
た
い
事
〞を
職
員
と
一
緒
に
実
現

し
た
り
し
ま
し
ょ
う
！
そ
の
た
め
に
、職
員
は
利

用
者
様
一
人
一
人
の
お
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、ケ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、理
学

療
法
士
、作
業
療
法
士
に
よ
る
運
動
や
機
器
を

使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
充
実
！
趣
味
活
動
で
は
、

編
み
物
や
貼
り
絵
・
塗
り
絵
等
の
作
品
作
り
を

行
っ
た
り
、卓
球
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。利
用
者
様
も

職
員
も
と
て
も
活
動
的
で
活
気
が
あ
り
、い
つ
も

笑
い
が
絶
え
な
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

社会福祉法人 五蘊会

通所介護事業所 琴の浦荘

あ
な
た
と
創
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

〒851-3103
長崎市琴海戸根町743番地47

〈 お問い合わせ 〉

095-884-3530

私たちの魅力

社会福祉法人 五蘊会
訪問介護事業所 琴の浦荘
24時間在宅ケアセンター 琴の浦荘
夜間対応型訪問介護事業所 琴の浦荘

私
た
ち
が
支
え
る
、

暮
ら
し
の
安
心
！

〒851-3103
長崎市琴海戸根町743番地47

〈 お問い合わせ 〉

095-801-3640

私たちの魅力

職員にはPT、OT、Ns、介護福
祉 士 等 専 門 職がたくさんいま
す。琴の浦荘デイサービスをもう
一つの我が家のように感じてい
ただき、楽しく自分らしく過ごして
下さるように、専門職が一致団
結して、利用者様に寄り添う心
の介護を大切にしています。ま
た、行事等では地域の皆様との
交 流を大 切に、地 域の活 性 化
にも取り組んでいます。

　私
た
ち
は
、利
用
者
様
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
尊

重
し
て
個
別
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。ご
自
宅
で

の
生
活
に
直
接
関
わ
る
ヘ
ル
パ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、利

用
者
様
の
わ
ず
か
な
変
化
に
も
気
づ
く
こ
と
が
出

来
る
の
で
す
。琴
の
浦
荘
に
は
様
々
な
職
種
と
連

携
し
、ご
自
宅
で
の
安
心
し
た
生
活
を
チ
ー
ム
で

支
え
る
こ
と
が
出
来
る
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、介
護
の
方
法
等
、専
門
的
な
知
識
の

伝
達
な
ど
も
大
事
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
介
護
」と
い
う
と
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
代
わ

り
に
行
う
印
象
を
抱
き
が
ち
で
す
が
、で
き
る
限

り
利
用
者
様
の
意
欲
を
引
き
出
し
、利
用
者
様

の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

・訪問介護、定期巡回随時対
応型訪問介護看護、夜間対
応型訪問介護、生活援助サー
ビス、障害サービスなど、幅広
い種類の訪問サービスを提供
しています。

・様々な年 代のヘルパーがそ
ろっています。

・施設経験のある職員が多く、
確かな介 護 技 術で、安 心 の
サービスを提供しています。

で
き
る
事
の
発
見
、

し
た
い
こ
と
の
実
現

お
一
人
お
一
人
の

〝
で
き
な
い
〞を
支
え
ま
す

一人一人に合った訓練を組み立てますゆっくり入れる大浴槽 管理栄養士による健康メニューです介護福祉士の資格を持ったオペレーターが緊急対応
利用者様の家の防災についても
話し合いをしています 定期巡回の緊急通報装置
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一
人
の

〝
で
き
な
い
〞を
支
え
ま
す

一人一人に合った訓練を組み立てますゆっくり入れる大浴槽 管理栄養士による健康メニューです介護福祉士の資格を持ったオペレーターが緊急対応
利用者様の家の防災についても
話し合いをしています 定期巡回の緊急通報装置
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介
護・医
療
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護
保
険
制
度
に
基
づ

き
、介
護
が
必
要
な
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
仕
事

で
す
。利
用
者
様
や
ご
家
族
と
相
談
し
な
が
ら
必

要
と
思
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）の
作
成
、関
係

機
関
と
の
連
絡
、調
整
を
行
い
ま
す
。

　
も
う
1
人
の
家
族
の
よ
う
な
身
近
な
存
在
と

し
て「
親
切
、丁
寧
、迅
速
」に
、利
用
者
様
や
ご

家
族
が
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、支
援
致

し
ま
す
。

社会福祉法人 五蘊会

居宅介護支援事業所 琴の浦荘

〒851-3103
長崎市琴海戸根町743番地47

〈 お問い合わせ 〉

095-801-3630

私たちの魅力 私
た
ち
は「
介
護
に
つ
い
て

何
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
」で
す
。

家
族
の
よ
う
な
身
近
な
存
在
を

目
指
し
て利用者様、ご家族の想いに寄

り添った支援！
男性2名、女性4名、計6名の
個 性 溢れるケアマネジャーが
皆様のご相談を承ります。利用
者様、ご家族が気軽に相談で
きる身近な存在になれるよう、
日々頑張っています。

チームワーク重視！
ケアマネジャーの仕事は1人で
仕事を抱え、悩みがちな仕事で
す。みんなが仲間への思いやり
を持ち、アットホームな雰囲気
の中、相談しやすい環境でチー
ムワークは抜群です！

法
人
と
わ
た
し

特別養護老人ホーム 琴の浦荘
施設長

松永 智志

「
春
秋
会
で
学
び
」

　
　
　「五
蘊
会
で
成
長
」

　
南
長
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
、開
設
30
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
私
は
、南
長
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
設
10
周
年
を
迎

え
た
節
目
の
年
に
春
秋
会
へ
入
職
し
、早
い
も
の
で

介
護
の
仕
事
に
就
い
て
今
年
で
20
年
が
経
ち
ま
し

た
。春
秋
会
の
節
目
が
、私
自
身
の
介
護
職
と
し
て

の
職
歴
の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。春
秋
会
で
14
年

間
、五
蘊
会
で
６
年
間
と
両
法
人
で
様
々
な
経
験
を

積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、「
春
秋
会
で
学

び
」「
五
蘊
会
で
成
長
」
さ
せ
て
も
ら
っ
た
20
年
間

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
春
秋
会
で
、介
護
と
い
う
仕
事
に
対
し
て
全
く
の

素
人
で
初
心
者
だ
っ
た
私
を
受
入
れ
て
い
た
だ
き
、

仕
事
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。早
速
の
現
場
実
践
の

中
で
、利
用
者
様
へ
の
対
応
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
諸

先
輩
方
か
ら
の
叱
咤
激
励
を
頂
き
な
が
ら
、あ
た
た

か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、仕
事
を
覚
え
て
い
っ

た
こ
と
を
、今
で
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。介
護

の
基
本
的
な
研
修
で
あ
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修（
現

在
の
初
任
者
研
修
）受
講
を
皮
切
り
に
、一つ一つ
関
係

す
る
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で一
歩
一
歩
前
進
し
な
が

ら
、専
門
職
と
し
て
の
意
識
が
年
々
、増
し
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。ま
た
、管
理
職
を
拝
命
し
て
部
門

を
ま
と
め
て
い
く
難
し
さ
、事
業
所
運
営
の
考
え
方

等
、数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
色
々
な
事
を
経
験
さ
せ
て

頂
き
、学
び
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
五
蘊
会
で
は
、今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
、初

め
て
の
事
業（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）の
立
ち
上
げ

に
チ
ー
ム
の一
員
と
し
て
参
加
し
、琴
海
と
い
う
初
め

て
の
土
地
で
、地
域
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、様
々
な

事
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。運
営
し
て
い
く
事
の
難
し

さ
や
新
し
い
職
員
も
含
め
て
た
く
さ
ん
の
人
と
向
き

合
う
場
面
等
、さ
ら
に
経
験
を
積
む
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
管
理
職
と

し
て
の
職
責
に
つ
い
て
責
任
の
自
覚
が
芽
生
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
、両
法
人
で
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、今
ま
で
気
づ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
様
々
な
こ
と

に
気
付
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
南
長
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
30
年
間
の
歴
史
の
な
か
で
両

法
人
を
ま
た
い
で
過
ご
し
た
20
年
間
、良
い
事
ば
か
り

で
は
な
く
、大
変
だ
っ
た
こ
と
も
そ
れ
な
り
に
あ
り
ま

し
た
が
、そ
れ
ら
の
経
験
を
両
法
人
で
重
ね
て
き
た
こ

と
で
、今
の
私
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。現
在
、立
ち
上

げ
時
に
関
わ
っ
て
い
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
琴
の
浦

荘
の
施
設
長
に
な
り
、３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。施
設
長
職
を
拝
命
し
た
時
の
気
持
ち
、ま
た
、

20
年
前
に
介
護
の
仕
事
を
志
し
た
時
の
初
心
を
忘
れ

ず
、入
居
者（
利
用
者
）様
、ご
家
族
、地
域
の
方
々
、

職
員
も
併
せ
て
、琴
の
浦
荘
に
関
わ
る
み
な
さ
ん
の

「
安
心
」に
繋
が
る
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。今
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
法
人
へ
の
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、そ
の
気
持
ち
を

行
動
に
変
え
、今
後
も
両
法
人
の
更
な
る
発
展
と
飛

躍
の
た
め
、尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

様々な専門職と連携しています定期的な勉強会を開いてます 男性ケアマネも活躍中
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介
護・医
療
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護
保
険
制
度
に
基
づ

き
、介
護
が
必
要
な
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
仕
事

で
す
。利
用
者
様
や
ご
家
族
と
相
談
し
な
が
ら
必

要
と
思
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）の
作
成
、関
係

機
関
と
の
連
絡
、調
整
を
行
い
ま
す
。

　
も
う
1
人
の
家
族
の
よ
う
な
身
近
な
存
在
と

し
て「
親
切
、丁
寧
、迅
速
」に
、利
用
者
様
や
ご

家
族
が
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、支
援
致

し
ま
す
。

社会福祉法人 五蘊会

居宅介護支援事業所 琴の浦荘

〒851-3103
長崎市琴海戸根町743番地47

〈 お問い合わせ 〉

095-801-3630

私たちの魅力 私
た
ち
は「
介
護
に
つ
い
て

何
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
」で
す
。

家
族
の
よ
う
な
身
近
な
存
在
を

目
指
し
て利用者様、ご家族の想いに寄

り添った支援！
男性2名、女性4名、計6名の
個 性 溢れるケアマネジャーが
皆様のご相談を承ります。利用
者様、ご家族が気軽に相談で
きる身近な存在になれるよう、
日々頑張っています。

チームワーク重視！
ケアマネジャーの仕事は1人で
仕事を抱え、悩みがちな仕事で
す。みんなが仲間への思いやり
を持ち、アットホームな雰囲気
の中、相談しやすい環境でチー
ムワークは抜群です！

法
人
と
わ
た
し

特別養護老人ホーム 琴の浦荘
施設長

松永 智志

「
春
秋
会
で
学
び
」

　
　
　「五
蘊
会
で
成
長
」

　
南
長
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
、開
設
30
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
私
は
、南
長
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
設
10
周
年
を
迎

え
た
節
目
の
年
に
春
秋
会
へ
入
職
し
、早
い
も
の
で

介
護
の
仕
事
に
就
い
て
今
年
で
20
年
が
経
ち
ま
し

た
。春
秋
会
の
節
目
が
、私
自
身
の
介
護
職
と
し
て

の
職
歴
の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。春
秋
会
で
14
年

間
、五
蘊
会
で
６
年
間
と
両
法
人
で
様
々
な
経
験
を

積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、「
春
秋
会
で
学

び
」「
五
蘊
会
で
成
長
」
さ
せ
て
も
ら
っ
た
20
年
間

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
春
秋
会
で
、介
護
と
い
う
仕
事
に
対
し
て
全
く
の

素
人
で
初
心
者
だ
っ
た
私
を
受
入
れ
て
い
た
だ
き
、

仕
事
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。早
速
の
現
場
実
践
の

中
で
、利
用
者
様
へ
の
対
応
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
諸

先
輩
方
か
ら
の
叱
咤
激
励
を
頂
き
な
が
ら
、あ
た
た

か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、仕
事
を
覚
え
て
い
っ

た
こ
と
を
、今
で
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。介
護

の
基
本
的
な
研
修
で
あ
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修（
現

在
の
初
任
者
研
修
）受
講
を
皮
切
り
に
、一つ一つ
関
係

す
る
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で一
歩
一
歩
前
進
し
な
が

ら
、専
門
職
と
し
て
の
意
識
が
年
々
、増
し
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。ま
た
、管
理
職
を
拝
命
し
て
部
門

を
ま
と
め
て
い
く
難
し
さ
、事
業
所
運
営
の
考
え
方

等
、数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
色
々
な
事
を
経
験
さ
せ
て

頂
き
、学
び
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
五
蘊
会
で
は
、今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
、初

め
て
の
事
業（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）の
立
ち
上
げ

に
チ
ー
ム
の一
員
と
し
て
参
加
し
、琴
海
と
い
う
初
め

て
の
土
地
で
、地
域
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、様
々
な

事
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。運
営
し
て
い
く
事
の
難
し

さ
や
新
し
い
職
員
も
含
め
て
た
く
さ
ん
の
人
と
向
き

合
う
場
面
等
、さ
ら
に
経
験
を
積
む
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
管
理
職
と

し
て
の
職
責
に
つ
い
て
責
任
の
自
覚
が
芽
生
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
、両
法
人
で
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、今
ま
で
気
づ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
様
々
な
こ
と

に
気
付
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
南
長
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
30
年
間
の
歴
史
の
な
か
で
両

法
人
を
ま
た
い
で
過
ご
し
た
20
年
間
、良
い
事
ば
か
り

で
は
な
く
、大
変
だ
っ
た
こ
と
も
そ
れ
な
り
に
あ
り
ま

し
た
が
、そ
れ
ら
の
経
験
を
両
法
人
で
重
ね
て
き
た
こ

と
で
、今
の
私
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。現
在
、立
ち
上

げ
時
に
関
わ
っ
て
い
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
琴
の
浦

荘
の
施
設
長
に
な
り
、３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。施
設
長
職
を
拝
命
し
た
時
の
気
持
ち
、ま
た
、

20
年
前
に
介
護
の
仕
事
を
志
し
た
時
の
初
心
を
忘
れ

ず
、入
居
者（
利
用
者
）様
、ご
家
族
、地
域
の
方
々
、

職
員
も
併
せ
て
、琴
の
浦
荘
に
関
わ
る
み
な
さ
ん
の

「
安
心
」に
繋
が
る
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。今
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
法
人
へ
の
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、そ
の
気
持
ち
を

行
動
に
変
え
、今
後
も
両
法
人
の
更
な
る
発
展
と
飛

躍
の
た
め
、尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

様々な専門職と連携しています定期的な勉強会を開いてます 男性ケアマネも活躍中
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長
崎
市
在
住
の
要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
が

入
居
の
対
象
で
、入
居
定
員
が
29
名
以
下
で
あ
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
、地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。規
模
が
小
さ
い
た
め
、家

族
的
で
親
密
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

や
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、居

室
は
全
て
個
室
で
、入
居
者
様
10
名
を
１
つ
の
単

位
と
し
な
が
ら
も
、個
々
の
入
居
者
様
に
寄
り

添
っ
た
個
別
ケ
ア
を
行
う
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
施
設
で

す
。入
浴
、排
泄
、食
事
の
介
護
、日
常
生
活
の
お

世
話
、機
能
訓
練
、健
康
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、入
居
者
様
が
各
自
の
能
力
に
応
じ
て
自
立
し

た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

社会福祉法人 五蘊会

地域密着型特別養護老人ホーム 緑風

住
み
慣
れ
た
地
域
で

あ
な
た
ら
し
い
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
。

〒850-0803
長崎市風頭町1番27号

〈 お問い合わせ 〉

095-820-8100

私たちの魅力
　
緑
風
の
３
階
で
定
員
10
名
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、穏
や
か
に
在
宅
生
活
が

継
続
で
き
る
よ
う
、緑
風
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、

地
域
の
在
宅
介
護
を
支
え
て
い
く
存
在・場
所
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
利
用
者
様
に
は
快
適
な
居
住
環
境
と
、心
の
こ

も
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。ぜ
ひ
、一
度
ご
利
用
し
て
み
て
下
さ
い
。施

設
見
学
に
も
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。

社会福祉法人 五蘊会

地域密着型特別養護老人ホーム 緑風（短期入所生活介護）

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
・

場
所
を
目
指
し
て

〒850-0803
長崎市風頭町1番27号

〈 お問い合わせ 〉

095-820-8100

私たちの魅力

時には親子のように、時には姉
妹のように、時には友達のよう
に・・・
利 用 者 様が 心を許すことが出
来る存在に、少しでも近づける
ように、私たちは日々研鑽を積ん
でいます。また、幅広い年齢層
の職員で、利用者様に楽しんで
頂けるように様々な行事企画を
しています。

地
域
の
た
め
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
・
場
所
を

目
指
し
て
。

『
入
居
者
様
本
位
の
ケ
ア
』を

実
現
し
ま
す
。

長崎の港を見下ろす風頭山にあ
り、春は桜、初夏には紫陽花が
咲く花の名所として知られる風
頭 公 園を望む好 立 地にありま
す。緑風の名の通り、緑香る風
の中、緑色の制服に身を包んだ
専門職の職員が介護の質にこ
だわりを持ち、元気に明るく対応
します。

広 と々した屋上 晴れた日の外出風景です 随時相談を受け付けています イベントも盛りだくさんです屋上から見る景色 様々な観葉植物がお出迎えします
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長
崎
市
在
住
の
要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
が

入
居
の
対
象
で
、入
居
定
員
が
29
名
以
下
で
あ
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
、地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。規
模
が
小
さ
い
た
め
、家

族
的
で
親
密
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

や
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、居

室
は
全
て
個
室
で
、入
居
者
様
10
名
を
１
つ
の
単

位
と
し
な
が
ら
も
、個
々
の
入
居
者
様
に
寄
り

添
っ
た
個
別
ケ
ア
を
行
う
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
施
設
で

す
。入
浴
、排
泄
、食
事
の
介
護
、日
常
生
活
の
お

世
話
、機
能
訓
練
、健
康
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、入
居
者
様
が
各
自
の
能
力
に
応
じ
て
自
立
し

た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

社会福祉法人 五蘊会

地域密着型特別養護老人ホーム 緑風

住
み
慣
れ
た
地
域
で

あ
な
た
ら
し
い
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
。

〒850-0803
長崎市風頭町1番27号

〈 お問い合わせ 〉

095-820-8100

私たちの魅力
　
緑
風
の
３
階
で
定
員
10
名
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、穏
や
か
に
在
宅
生
活
が

継
続
で
き
る
よ
う
、緑
風
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、

地
域
の
在
宅
介
護
を
支
え
て
い
く
存
在・場
所
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
利
用
者
様
に
は
快
適
な
居
住
環
境
と
、心
の
こ

も
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。ぜ
ひ
、一
度
ご
利
用
し
て
み
て
下
さ
い
。施

設
見
学
に
も
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。

社会福祉法人 五蘊会

地域密着型特別養護老人ホーム 緑風（短期入所生活介護）

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
・

場
所
を
目
指
し
て

〒850-0803
長崎市風頭町1番27号

〈 お問い合わせ 〉

095-820-8100

私たちの魅力

時には親子のように、時には姉
妹のように、時には友達のよう
に・・・
利 用 者 様が 心を許すことが出
来る存在に、少しでも近づける
ように、私たちは日々研鑽を積ん
でいます。また、幅広い年齢層
の職員で、利用者様に楽しんで
頂けるように様々な行事企画を
しています。

地
域
の
た
め
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
・
場
所
を

目
指
し
て
。

『
入
居
者
様
本
位
の
ケ
ア
』を

実
現
し
ま
す
。

長崎の港を見下ろす風頭山にあ
り、春は桜、初夏には紫陽花が
咲く花の名所として知られる風
頭 公 園を望む好 立 地にありま
す。緑風の名の通り、緑香る風
の中、緑色の制服に身を包んだ
専門職の職員が介護の質にこ
だわりを持ち、元気に明るく対応
します。

広 と々した屋上 晴れた日の外出風景です 随時相談を受け付けています イベントも盛りだくさんです屋上から見る景色 様々な観葉植物がお出迎えします



社会福祉法人 五蘊会

居宅介護支援事業所 緑風

〒850-0803
長崎市風頭町1番27号

〈 お問い合わせ 〉

095-820-8100

私たちの魅力

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
　
緑
風
は
、

2
0
1
8
年
4
月
に
風
頭
町
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。私
た
ち
緑
風
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、利
用
者
様
の
立
場
に
立
つ
こ

と
、ご
家
族
の
思
い
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
常
に
心
が
け
、日
々
の
業
務
に
励
ん
で

い
ま
す
。在
宅
で
の
生
活
を
送
る
高
齢

者
の
方
や
ご
家
族
が
、介
護
が
必
要
に

な
って
も
安
心
し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
が
保
て
る
よ
う
、福
祉・保
健・医
療

の
各
事
業
所
と
連
携
を
取
り
、サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
や
介
護
に

関
す
る
相
談
な
ど
、在
宅
生
活
に
お
困

り
の
場
合
は
、ぜ
ひ
居
宅
介
護
支
援
事

業
所「
緑
風
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
の
悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と

お
任
せ
く
だ
さ
い
！

「フットワークの軽さが自慢
です」
　在宅での困りごとに、そ
の名の通り「緑の風のごと
く」迅速にかつ丁寧に対応
させていただきます。

「 地域の福祉活動に積極
的に参加しています」
　高齢者いきいきサロンや
地域の行事などに参加し、
地域にとけ込み、地域に根
差した事業所を目指してい
ます。

地域密着型特別養護老人ホーム
緑風 施設長

本村 崇幸

　
南
長
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
、開
設
３０
周

年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。15
年

前
に
春
秋
会
二
本
松
荘
に
準
職
員

と
し
て
入
社
し
、介
護
福
祉
士
を

取
得
し
た
後
、正
職
員
と
し
て
小

規
模
な
ん
く
り
の
新
規
開
設
ス

タ
ッ
フ
、そ
の
後
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
経
て
、

Ｈ
28
年
に
緑
風
開
設
の
た
め
五
蘊

会
に
異
動
し
、Ｈ
29
年
に
緑
風
の
施

設
長
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
も
こ
れ

ま
で
私
に
関
わ
っ
て
頂
い
た
諸
先
輩

方
を
は
じ
め
、多
く
の
利
用
者
様
や

ご
家
族
と
の
出
会
い
と
別
れ
、ま
た

大
役
を
任
せ
て
下
さ
っ
た
理
事
長

の
お
か
げ
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
入
社
後
、私
の
信
念
で
あ
る『
利

用
者
様
の
立
場
に
な
っ
て
物
事
を
考

え
る
』と
い
う
考
え
を
貫
き
、た
だ

が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。今
を
突
破
し
な
い
と
先

へ
は
行
け
な
い
。こ
こ
で
や
れ
な
い
な

ら
何
処
へ
行
っ
て
も
や
れ
な
い
。常
に

そ
う
考
え
て
い
ま
し
た
し
、今
も
そ

う
で
す
。

　
緑
風
の
あ
る
風
頭
町
と
の
関
わ

り
は
、は
や
４
年
近
く
に
な
り
ま

す
。と
に
か
く
人
情
に
厚
く
、こ
れ

か
ら
の
地
域
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
い
る
方
が
多
い
と
い
う
印
象

で
、日
頃
か
ら
お
互
い
の
年
中
行
事

へ
協
力
体
制
を
と
っ
て
お
り
、持
ち

つ
持
た
れ
つ
の
と
て
も
良
い
関
係
を

築
け
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
春
秋
会
、五
蘊
会
は
様
々
な
事
業

運
営
を
通
し
て
、地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
様
々
な

信
念
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
職
員

一
人
一
人
の
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
が
目
指
す
施
設
は
職
員
一
人

一
人
が
、安
心
し
て
、や
り
が
い
を

感
じ
な
が
ら
自
分
磨
き
が
出
来
る

施
設
で
す
。そ
の
目
標
に
向
か
う

日
々
の
積
み
重
ね
が
入
居
者
様
に

と
っ
て
の
穏
や
か
な
日
常
、地
域
社

会
へ
の
貢
献
へ
と
繋
が
る
よ
う
、今

後
も
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

〒851-3102
長崎市琴海村松町704番地14

〈 お問い合わせ 〉

095-801-2730

　
子
育
て
や
介
護
、障
害
、生
活
費
、病
気
や
仕

事
な
ど
の
ご
家
庭
の
悩
み
を
抱
え
、ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
方
々
に

対
し
て
、悩
み
を
一
つ
一
つ
整
理
し
な
が
ら
、様
々

な
関
係
機
関
と
協
力
し
、解
決
に
向
け
て
支
援

し
て
い
く
相
談
窓
口
で
す
。

　
ま
た
、そ
の
よ
う
な
方
々
が
課
題
を
抱
え
な
が

ら
も
地
域
で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、分
野
を
超
え
た
専
門
職
や
地
域
住
民
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

〜
つ
な
ぐ
〜

長崎市琴海地域包括支援センター

私たちの魅力
　
琴
海
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
及
び
そ
の
ご

家
族
や
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
対
し
て
、心
身

の
健
康
の
保
持
、生
活
の
安
定
、保
健・医
療・

福
祉
の
向
上
と
増
進
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

「
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
」で
す
。

　
特
に
①
介
護
予
防
の
推
進
②
認
知
症
に
関

す
る
取
り
組
み
の
充
実
③
地
域
ケ
ア
会
議
を

活
か
し
た
地
域
づ
く
り
④
権
利
擁
護
を
重
点

目
標
と
し
、地
域
の
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
や
高

齢
者
の
集
ま
り
の
場
に
出
向
い
た
り
、計
画
的

に
地
域
住
民
や
関
係
機
関
等
と
の
会
議
を
開

催
す
る
な
ど
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」に
努
め
て
い
ま
す
。

〜
ひ
と
声
か
け
て
〜

琴
海
で
楽
し
く
長
生
き
す
る
た
め
に

北多機関型地域包括支援センター
〒851-3102
長崎市琴海村松町704番地14

〈 お問い合わせ 〉

095-801-2765

社 会 福 祉 士 、保 健 師 、主 任
介 護 支 援 専 門員のスタッフ
が配 置されており、それぞれ
の 専 門 性を活かしたチーム
ワークを大切にしています！

琴海地区は移動手段が少な
く、来 所 困 難な方も多 いた
め、出張相談を積極的に行っ
ています。フットワークの軽さ
は私たちの自慢です！

お気軽にご相談ください

分野を超えて、人と人を繋いでいます

か
ら
み
あ
う
福
祉
・
介
護
の
悩
み
は

多
機
関
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

法
人
と
わ
た
し
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社会福祉法人 五蘊会

居宅介護支援事業所 緑風

〒850-0803
長崎市風頭町1番27号

〈 お問い合わせ 〉

095-820-8100

私たちの魅力

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
　
緑
風
は
、

2
0
1
8
年
4
月
に
風
頭
町
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。私
た
ち
緑
風
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、利
用
者
様
の
立
場
に
立
つ
こ

と
、ご
家
族
の
思
い
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
常
に
心
が
け
、日
々
の
業
務
に
励
ん
で

い
ま
す
。在
宅
で
の
生
活
を
送
る
高
齢

者
の
方
や
ご
家
族
が
、介
護
が
必
要
に

な
って
も
安
心
し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
が
保
て
る
よ
う
、福
祉・保
健・医
療

の
各
事
業
所
と
連
携
を
取
り
、サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
や
介
護
に

関
す
る
相
談
な
ど
、在
宅
生
活
に
お
困

り
の
場
合
は
、ぜ
ひ
居
宅
介
護
支
援
事

業
所「
緑
風
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
の
悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と

お
任
せ
く
だ
さ
い
！

「フットワークの軽さが自慢
です」
　在宅での困りごとに、そ
の名の通り「緑の風のごと
く」迅速にかつ丁寧に対応
させていただきます。

「 地域の福祉活動に積極
的に参加しています」
　高齢者いきいきサロンや
地域の行事などに参加し、
地域にとけ込み、地域に根
差した事業所を目指してい
ます。

地域密着型特別養護老人ホーム
緑風 施設長

本村 崇幸

　
南
長
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
、開
設
３０
周

年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。15
年

前
に
春
秋
会
二
本
松
荘
に
準
職
員

と
し
て
入
社
し
、介
護
福
祉
士
を

取
得
し
た
後
、正
職
員
と
し
て
小

規
模
な
ん
く
り
の
新
規
開
設
ス

タ
ッ
フ
、そ
の
後
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
経
て
、

Ｈ
28
年
に
緑
風
開
設
の
た
め
五
蘊

会
に
異
動
し
、Ｈ
29
年
に
緑
風
の
施

設
長
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
も
こ
れ

ま
で
私
に
関
わ
っ
て
頂
い
た
諸
先
輩

方
を
は
じ
め
、多
く
の
利
用
者
様
や

ご
家
族
と
の
出
会
い
と
別
れ
、ま
た

大
役
を
任
せ
て
下
さ
っ
た
理
事
長

の
お
か
げ
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
入
社
後
、私
の
信
念
で
あ
る『
利

用
者
様
の
立
場
に
な
っ
て
物
事
を
考

え
る
』と
い
う
考
え
を
貫
き
、た
だ

が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。今
を
突
破
し
な
い
と
先

へ
は
行
け
な
い
。こ
こ
で
や
れ
な
い
な

ら
何
処
へ
行
っ
て
も
や
れ
な
い
。常
に

そ
う
考
え
て
い
ま
し
た
し
、今
も
そ

う
で
す
。

　
緑
風
の
あ
る
風
頭
町
と
の
関
わ

り
は
、は
や
４
年
近
く
に
な
り
ま

す
。と
に
か
く
人
情
に
厚
く
、こ
れ

か
ら
の
地
域
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
い
る
方
が
多
い
と
い
う
印
象

で
、日
頃
か
ら
お
互
い
の
年
中
行
事

へ
協
力
体
制
を
と
っ
て
お
り
、持
ち

つ
持
た
れ
つ
の
と
て
も
良
い
関
係
を

築
け
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
春
秋
会
、五
蘊
会
は
様
々
な
事
業

運
営
を
通
し
て
、地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
様
々
な

信
念
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
職
員

一
人
一
人
の
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
が
目
指
す
施
設
は
職
員
一
人

一
人
が
、安
心
し
て
、や
り
が
い
を

感
じ
な
が
ら
自
分
磨
き
が
出
来
る

施
設
で
す
。そ
の
目
標
に
向
か
う

日
々
の
積
み
重
ね
が
入
居
者
様
に

と
っ
て
の
穏
や
か
な
日
常
、地
域
社

会
へ
の
貢
献
へ
と
繋
が
る
よ
う
、今

後
も
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

〒851-3102
長崎市琴海村松町704番地14

〈 お問い合わせ 〉

095-801-2730

　
子
育
て
や
介
護
、障
害
、生
活
費
、病
気
や
仕

事
な
ど
の
ご
家
庭
の
悩
み
を
抱
え
、ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
方
々
に

対
し
て
、悩
み
を
一
つ
一
つ
整
理
し
な
が
ら
、様
々

な
関
係
機
関
と
協
力
し
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決
に
向
け
て
支
援

し
て
い
く
相
談
窓
口
で
す
。

　
ま
た
、そ
の
よ
う
な
方
々
が
課
題
を
抱
え
な
が

ら
も
地
域
で
暮
ら
し
続
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て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、分
野
を
超
え
た
専
門
職
や
地
域
住
民
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

〜
つ
な
ぐ
〜

長崎市琴海地域包括支援センター

私たちの魅力
　
琴
海
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
及
び
そ
の
ご

家
族
や
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
対
し
て
、心
身

の
健
康
の
保
持
、生
活
の
安
定
、保
健・医
療・

福
祉
の
向
上
と
増
進
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

「
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
」で
す
。

　
特
に
①
介
護
予
防
の
推
進
②
認
知
症
に
関

す
る
取
り
組
み
の
充
実
③
地
域
ケ
ア
会
議
を

活
か
し
た
地
域
づ
く
り
④
権
利
擁
護
を
重
点

目
標
と
し
、地
域
の
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
や
高

齢
者
の
集
ま
り
の
場
に
出
向
い
た
り
、計
画
的

に
地
域
住
民
や
関
係
機
関
等
と
の
会
議
を
開

催
す
る
な
ど
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」に
努
め
て
い
ま
す
。

〜
ひ
と
声
か
け
て
〜

琴
海
で
楽
し
く
長
生
き
す
る
た
め
に

北多機関型地域包括支援センター
〒851-3102
長崎市琴海村松町704番地14

〈 お問い合わせ 〉

095-801-2765

社 会 福 祉 士 、保 健 師 、主 任
介 護 支 援 専 門員のスタッフ
が配 置されており、それぞれ
の 専 門 性を活かしたチーム
ワークを大切にしています！

琴海地区は移動手段が少な
く、来 所 困 難な方も多 いた
め、出張相談を積極的に行っ
ています。フットワークの軽さ
は私たちの自慢です！

お気軽にご相談ください

分野を超えて、人と人を繋いでいます

か
ら
み
あ
う
福
祉
・
介
護
の
悩
み
は

多
機
関
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

法
人
と
わ
た
し
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昭
和
24
年
に
設
置
さ
れ
た
長
崎
市
立
戸
町
保

育
所
。地
域
に
親
し
ま
れ
、歴
史
あ
る
園
を
平
成

23
年
長
崎
市
よ
り
移
譲
さ
れ
、社
会
福
祉
法
人

五
蘊
会
戸
町
保
育
園
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。平
成
27
年
に
新
た
に
認
定
を
受
け
、幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
ま
ち
こ
ど
も
園
と
し
て

再
出
発
。定
員
90
名
に
幼
稚
園
タ
イ
プ
の
お
子
さ

ん
を
15
名
加
え
た
１
０
５
名
に
定
員
枠
を
広
げ
、

現
在
約
１
０
０
名
の
お
子
さ
ん
方
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。保
護
者
及
び
地
域
と
共
に
、確
か

な
信
頼
関
係
の
も
と
、子
ど
も
の
健
全
な
心
身
の

発
達
を
図
り
、そ
の
生
活
を
保
障
し
な
が
ら
、生

涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
と
教
育
の
基
礎
を
培
う

場
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

社会福祉法人 五蘊会

幼保連携型認定こども園 とまちこども園

地
域
と
共
に

〜
幼
老
共
生
〜

〒850-0952
長崎市戸町3丁目15番1号

〈 お問い合わせ 〉

095-878-4890

地
域
の
人
た
ち
の

あ
た
た
か
な
愛
情
に
育
ま
れ
て

私たちの魅力

とまちこども園には職員と保護
者をバックアップしてくださる3
人の相談役がいます。子育て
相談は浦川末子先生。発達に
関しては尾崎洋一郎先生。食
育は神林光子先生。悩み事等
個別相談にも応じて頂き、他園
にはない支援体制が整ってい
ます。こどもに寄り添い支える
保育教諭の平均年齢は37歳。
元気と笑顔があふれる園です。

正門からみた園舎昨年度のお遊戯会3歳児保育室

幼保連携型認定こども園
とまちこども園 園長

羽生 純子

ヨ
ー
ソ
ロ
ー
！

法
人
と
わ
た
し

　
平
成
二
十
三
年
四
月
、戸
町
保

育
園
号
は
静
か
に
大
海
原
に
漕
ぎ

出
し
た
。定
員
九
〇
名
。ク
ル
ー
二

十
三
名
は
各
々
の
思
い
を
胸
に
気

が
高
ぶ
っ
た
。こ
れ
か
ら
来
る
で
あ

ろ
う
幾
多
の
嵐
に
備
え
て
装
備
し

た
浦
川
末
子
先
生
・
尾
崎
洋
一
郎
先

生
・
神
林
光
子
先
生
は
船
自
慢
の

最
新
鋭
の
装
備
で
あ
る
。船
長
も
ク

ル
ー
も
そ
の
胸
の
内
は
不
安
で
一
杯

で
あ
っ
た
が
、本
船
で
あ
る
五
蘊
会

丸
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、安
心
し
て

並
走
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
平
成
二
十
七
年
に
は
子
ど
も
子

育
て
支
援
法
の
改
正
に
よ
り
、「
と

ま
ち
こ
ど
も
園
」
号
と
名
前
を
替

え
、新
た
な
航
海
に
で
た
。学
童
ク

ラ
ブ
と
い
う
船
団
も
加
え
、新
し
い

ク
ル
ー
も
増
え
た
。百
戦
錬
磨
の
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
猛
者
た
ち
だ
が

頼
も
し
く
、今
後
の
航
海
が
楽
し
み

だ
。さ
ら
に
、今
年
は
船
の
大
規
模

改
修
を
行
っ
た
。雨
漏
り
、漏
水
、

錆
は
船
に
と
っ
て
は
致
命
的
。給
排

水
管
を
取
り
換
え
、ク
ル
ー
の
一
番

の
楽
し
み
で
あ
る
給
食
の
厨
房
施

設
も
一
新
し
た
。こ
れ
か
ら
先
も
た

ら
ふ
く
旨
い
も
の
が
頂
け
る
と
皆

楽
し
み
に
し
て
い
る
。改
修
工
事
中

は
、永
田
理
事
長
の
号
令
一
下
、万

全
な
法
人
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
に

よ
り
、事
故
一つ
無
か
っ
た
。理
事
長

に
よ
っ
て
作
詞
・
作
曲
さ
れ
た『
園

歌
』に
因
ん
だ
青
い
鯨
と
イ
ル
カ
を

模
っ
た
新
し
い
看
板
は
戸
町
の
空
に

今
雄
々
し
く
泳
い
で
い
る
。皆
様
も

是
非
見
に
来
て
頂
き
た
い
。

園舎が新しくなりました！！園舎が新しくなりました！！
乳児室

1歳保育室

2歳保育室

3歳保育室

4歳保育室

5歳保育室

キレイになった園舎でのびのびと！
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〒850-0923
長崎市上田町13-1 大浦小学校内

〈 お問い合わせ 〉

095-827-8050

社会福祉法人 五蘊会

放課後児童クラブ ゆうゆうクラブ
社会福祉法人 五蘊会

放課後児童クラブ こすもすクラブ

〒851-3102
長崎市琴海村松町701番8号 村松小学校内

〈 お問い合わせ 〉

095-884-2502

社会福祉法人 五蘊会

放課後児童クラブ とまちクラブ

〒85０-0952
長崎市戸町２丁目９-１ 戸町小学校内Ｃ棟

〈 お問い合わせ 〉

095-879-2001

　
と
ま
ち
ク
ラ
ブ
は
、と
ま
ち
こ
ど
も
園

保
護
者
の
長
年
の
要
望
が
実
り
、平
成

29
年
４
月
に
戸
町
小
学
校
の
教
室
を
お

借
り
し
て
開
設
し
、３
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。現
在
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の

約
40
名
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

と
ま
ち
こ
ど
も
園
の
卒
園
児
が
多
く
在

籍
す
る
も
の
の
、他
園
か
ら
の
入
所
も
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。育
ち
の
連
続
性
と
信

頼
関
係
を
基
盤
に
、と
ま
ち
こ
ど
も
園

と
の
連
携
に
加
え
、小
学
校
内
設
置
の

利
点
を
生
か
し
て
学
校
と
の
連
携
、連

絡
も
綿
密
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

と
ま
ち
こ
ど
も
園
の
相
談
役
体
制
を
活

用
し
、「
食
育
」「
発
達
」「
子
育
て
支

援
」の
立
場
か
ら
職
員
を
対
象
と
し
た

園
内
研
修
や
、保
護
者
向
け
の
講
演
会
、

個
別
面
談
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。

と
ま
ち
ク
ラ
ブ
は

保
護
者
の
声
で
誕
生
し
ま
し
た

　
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
に
は
、１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。下
校
後
ク
ラ
ブ
に
来
て
か
ら
は
、お

や
つ
を
食
べ
た
り
、友
だ
ち
と
遊
ん
だ

り
、宿
題
に
取
り
組
ん
だ
り
と
元
気
に

過
ご
し
て
し
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
等
の
長
期
休
み
期
間
中
は
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
い
っ
た
り
、消
防
局
へ

消
火
の
訓
練
に
い
っ
た
り
と
児
童
の
成

長
に
繋
が
る
様
な
様
々
な
行
事
を
行

な
って
い
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
は
大
浦
小
学
校
の
敷
地

内
に
あ
る
施
設
で
、学
校
の
教
室
を
勉

強
部
屋
と
し
て
貸
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

運
動
場
や
体
育
館
を
遊
び
の
場
と
し
て

貸
し
て
い
た
だ
い
た
り
、学
校
と
連
携

し
て
児
童
の
育
成
支
援
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
と
保
護
者
の

「
笑
顔
」輝
く
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ

　
社
会
福
祉
法
人「
五
蘊
会
」に
運
営

主
体
が
変
わ
り
、３
年
経
過
し
ま
し
た
。

場
所
も
村
松
小
学
校
内
設
置
と
な
り
、

90
名
の
子
ど
も
た
ち
が
来
所
し
て
い
ま

す
。

　
働
く
親
に
と
っ
て
、学
童
ク
ラ
ブ
は
安

心・安
全
な
場
所
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。私
た
ち
は
子
供
た
ち
の
安
心・安
全

を
第一に
考
え
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。加
え
て
、様
々
な
人
た
ち
と
連
携

し
、力
を
お
借
り
し
て
、色
々
な
体
験
を

重
視
し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
の
社
会

性
や
自
主
性
を
育
て
る
べ
く
頑
張
って
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
共
生

社
会
を
担
う
主
体
者
に
な
っ
て
く
れ
る

よ
う
願
い
な
が
ら
、日
々
子
ど
も
と
共
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。

〜
手
を
携
え
て
〜

子
ど
も
の
笑
顔
輝
く
学
童
を
目
指
し
て

私たちの魅力

毎月の会議や日々のミーティン
グ等で児童の様子をしっかりと
共 有し、児 童 1 人 1 人に向き
合った育成支援に取り組んで
います。
大学生から退職された元校長
先 生まで幅 広い年 代の支 援
員がいることで、児 童 に対し
様々なアプローチができること
も、当クラブの強みです。

私たちの魅力

私たちの魅力

少子化が言われる中、長崎でも
珍しく児童数の多い戸町小学
校の中にある学童クラブです。
保護者が安心して子どもを預け
られる児童クラブとして、放課
後児童支援員の資格を持ち、
子育て経験者の職員が児童や
保護者に常に寄り添い、共に
悩み、共に喜び、支援員自身も
共に育ちながら、未来ある子ど
も達の成長を見守っています。

フェイストゥフェイスを大
切に、支援員全員が元気
で明るく笑 顔でいる事を
モットーにしています

様々な体験を通して子ど
もの生きる力を育みます

地域と連携し、豊かな人
財の力を借りて、豊かな
心の子どもを育みます

リーダーとしての学びを深める

学童3クラブ共通の行事として、年に1度新学期を迎える前に、上級生を対象に
「リーダー研修」を開催しています。

前回の研修では、諫早市のこどもの城館長・池田尚氏をお迎えし、ゲームなどの体験を通して、
チームを引っ張るリーダーとしての資質や技能を学びました。

3クラブ合同上級生リーダー研修

研修開始！

レクリエーションを自分たちで実践！

説明を真剣に聞いています

釘打ち遊びを体験！
長崎を引っ張るリーダー達！

未来の

皆でボウリングへ

消防体験をしました

毎日、子ども達の笑い声が絶えません
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〒850-0923
長崎市上田町13-1 大浦小学校内

〈 お問い合わせ 〉

095-827-8050

社会福祉法人 五蘊会

放課後児童クラブ ゆうゆうクラブ
社会福祉法人 五蘊会

放課後児童クラブ こすもすクラブ

〒851-3102
長崎市琴海村松町701番8号 村松小学校内

〈 お問い合わせ 〉

095-884-2502

社会福祉法人 五蘊会

放課後児童クラブ とまちクラブ

〒85０-0952
長崎市戸町２丁目９-１ 戸町小学校内Ｃ棟

〈 お問い合わせ 〉

095-879-2001

　
と
ま
ち
ク
ラ
ブ
は
、と
ま
ち
こ
ど
も
園

保
護
者
の
長
年
の
要
望
が
実
り
、平
成

29
年
４
月
に
戸
町
小
学
校
の
教
室
を
お

借
り
し
て
開
設
し
、３
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。現
在
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の

約
40
名
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

と
ま
ち
こ
ど
も
園
の
卒
園
児
が
多
く
在

籍
す
る
も
の
の
、他
園
か
ら
の
入
所
も
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。育
ち
の
連
続
性
と
信

頼
関
係
を
基
盤
に
、と
ま
ち
こ
ど
も
園

と
の
連
携
に
加
え
、小
学
校
内
設
置
の

利
点
を
生
か
し
て
学
校
と
の
連
携
、連

絡
も
綿
密
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

と
ま
ち
こ
ど
も
園
の
相
談
役
体
制
を
活

用
し
、「
食
育
」「
発
達
」「
子
育
て
支

援
」の
立
場
か
ら
職
員
を
対
象
と
し
た

園
内
研
修
や
、保
護
者
向
け
の
講
演
会
、

個
別
面
談
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。

と
ま
ち
ク
ラ
ブ
は

保
護
者
の
声
で
誕
生
し
ま
し
た

　
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
に
は
、１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。下
校
後
ク
ラ
ブ
に
来
て
か
ら
は
、お

や
つ
を
食
べ
た
り
、友
だ
ち
と
遊
ん
だ

り
、宿
題
に
取
り
組
ん
だ
り
と
元
気
に

過
ご
し
て
し
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
等
の
長
期
休
み
期
間
中
は
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
い
っ
た
り
、消
防
局
へ

消
火
の
訓
練
に
い
っ
た
り
と
児
童
の
成

長
に
繋
が
る
様
な
様
々
な
行
事
を
行

な
って
い
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
は
大
浦
小
学
校
の
敷
地

内
に
あ
る
施
設
で
、学
校
の
教
室
を
勉

強
部
屋
と
し
て
貸
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

運
動
場
や
体
育
館
を
遊
び
の
場
と
し
て

貸
し
て
い
た
だ
い
た
り
、学
校
と
連
携

し
て
児
童
の
育
成
支
援
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
と
保
護
者
の

「
笑
顔
」輝
く
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ

　
社
会
福
祉
法
人「
五
蘊
会
」に
運
営

主
体
が
変
わ
り
、３
年
経
過
し
ま
し
た
。

場
所
も
村
松
小
学
校
内
設
置
と
な
り
、

90
名
の
子
ど
も
た
ち
が
来
所
し
て
い
ま

す
。

　
働
く
親
に
と
っ
て
、学
童
ク
ラ
ブ
は
安

心・安
全
な
場
所
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。私
た
ち
は
子
供
た
ち
の
安
心・安
全

を
第一に
考
え
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。加
え
て
、様
々
な
人
た
ち
と
連
携

し
、力
を
お
借
り
し
て
、色
々
な
体
験
を

重
視
し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
の
社
会

性
や
自
主
性
を
育
て
る
べ
く
頑
張
って
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
共
生

社
会
を
担
う
主
体
者
に
な
っ
て
く
れ
る

よ
う
願
い
な
が
ら
、日
々
子
ど
も
と
共
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。

〜
手
を
携
え
て
〜

子
ど
も
の
笑
顔
輝
く
学
童
を
目
指
し
て

私たちの魅力

毎月の会議や日々のミーティン
グ等で児童の様子をしっかりと
共 有し、児 童 1 人 1 人に向き
合った育成支援に取り組んで
います。
大学生から退職された元校長
先 生まで幅 広い年 代の支 援
員がいることで、児 童 に対し
様々なアプローチができること
も、当クラブの強みです。

私たちの魅力

私たちの魅力

少子化が言われる中、長崎でも
珍しく児童数の多い戸町小学
校の中にある学童クラブです。
保護者が安心して子どもを預け
られる児童クラブとして、放課
後児童支援員の資格を持ち、
子育て経験者の職員が児童や
保護者に常に寄り添い、共に
悩み、共に喜び、支援員自身も
共に育ちながら、未来ある子ど
も達の成長を見守っています。

フェイストゥフェイスを大
切に、支援員全員が元気
で明るく笑 顔でいる事を
モットーにしています

様々な体験を通して子ど
もの生きる力を育みます

地域と連携し、豊かな人
財の力を借りて、豊かな
心の子どもを育みます

リーダーとしての学びを深める

学童3クラブ共通の行事として、年に1度新学期を迎える前に、上級生を対象に
「リーダー研修」を開催しています。

前回の研修では、諫早市のこどもの城館長・池田尚氏をお迎えし、ゲームなどの体験を通して、
チームを引っ張るリーダーとしての資質や技能を学びました。

3クラブ合同上級生リーダー研修

研修開始！

レクリエーションを自分たちで実践！

説明を真剣に聞いています

釘打ち遊びを体験！
長崎を引っ張るリーダー達！

未来の

皆でボウリングへ

消防体験をしました

毎日、子ども達の笑い声が絶えません
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1985年04月
1990年11月

1996年06月
1999年05月
1999年06月
1999年08月
2000年03月
2000年04月

2000年09月
2001年04月
2002年03月
2006年04月
2006年06月

2007年06月
2013年03月
2015年04月
2016年10月
2017年08月

医療法人【社団】春秋会 永田内科医院開設
医療法人【社団】春秋会 永田内科医院廃止
医療法人【社団】春秋会 南長崎クリニック開設
リハビリセンター、デイケアセンター増設
ホームヘルプサービス事業および2級ホームヘルパー養成事業開始
診療所療養型病床群設置
長崎市委託事業 在宅介護支援センター春秋会開設
二本松荘（デイサービス）及び二本松養生所（グループホーム）開設
南長崎クリニック居宅支援事業所開設
長崎市ガイドヘルパー派遣事業委託
訪問看護ステーション 長崎県指定
長崎市移送支援サービス委託
グループホームなんくり開設
大浦地域包括介護支援センター開設
十三番館クリニック開設
メディカルフィットネススマイル1開設
大浦十三番館デイサービス開設
小規模多機能ホームなんくり開設
小規模多機能ホームいきいき開設
定期巡回・随時対応型訪問介護看護および夜間対応型訪問介護を開始
南多機関型地域包括支援センター開設
看護小規模多機能ホームいきいき開設

医療法人社団 春 秋 会｜沿 革

2008年１２月
2009年0４月

2011年04月

2012年08月
2013年03月

2015年04月
2016年07月
2016年10月
2017年04月

社会福祉法人五蘊会 設立登記
長崎市から民間へ移譲
社会福祉法人五蘊会特別養護老人ホーム 琴の浦荘（琴海大平町）運営開始
※その後、居宅介護支援事業所、介護職員養成研修（ヘルパー養成講座）、
　訪問介護事業所を開設
長崎市から民間へ移譲
社会福祉法人五蘊会 戸町保育園 として運営開始
長崎市琴海地域包括支援センター受託
琴の浦荘を琴海大平町から琴海戸根町に新築・移転
※その後、通所介護事業所、夜間対応型訪問介護、定期巡回・随時対応型訪問
　介護看護、障害福祉サービス事業、介護福祉士実務者研修講座事業、ミニデイ
　サービス開設、長崎市委託事業（配食サービス事業・生活援助事業・生涯元気
　事業・短期集中型通所サービス）を受託
戸町保育園を幼保連携型認定こども園「とまちこども園」へ移行
放課後児童クラブこすもすクラブの運営移譲
長崎市モデル事業「北多機関型地域包括支援センター」運営開始
地域密着型特別養護老人ホーム 緑風 開設・運営開始
※その後、居宅介護支援事業所を開設
放課後児童クラブゆうゆうクラブの運営移譲
放課後児童クラブとまちクラブの運営開始

社会福祉法人 五 蘊 会｜沿 革

理事・監事・評議員の方々より

五蘊会に期待を込めた
メッセージをいただきました

永田 博子
なが ひろ こた 設立当初から今日、そしてこれからの出会いを大切にし、事業の目的と重要性を

さらに発信続けてほしいと思います。

荒木 将博
あら まさ ひろき 五蘊会の掲げる目的「利用者の意向の尊重」「創意工夫」「自立した生活の支

援」に向かって精進し、愛される法人であり続けられますことを希求致します。

佐藤 正洋
さ まさ ひろとう 令和の時代も進化する五蘊会。高齢者施設、認定こども園、地域包括支援セン

ター、多機関型地域包括支援センターまで、市内のモデル事業として五蘊会に
は、長崎市、地域住民から大きな期待が寄せられています。

浦川 末子
うら すえ こかわ ①堅固な組織体制　②法令遵守と制度改革への迅速な対応　③質にこだ

わる専門的な議論の展開等、理事として相談役として最高に自慢できる法人
です。

瀧口 幸市
たき こう いちぐち 五蘊会・創業理念の本物のやさしさで幼児から高齢者まで一安心。さらに躍進

する五蘊丸の安全航海を祈る。

志田 清三
し せい ぞうだ 先を読むことが難しい時代に短期間で数々の事業を拡げ、人を創る法人だと思

います。10年後さらにどのように成長し発展していくのか楽しみです。

小野 嘉子
お よし この 五蘊会職員の方々の笑顔から受ける優しさと強さ、その素晴らしさのさらなる輝

きに学ばせて頂きたく期待致しております。

尾口 武彦
お たけ ひこぐち 社会福祉法人「五蘊会」の創業理念に徹し、健全なる法人運営に鋭意努めら

れ、福祉事業を主体とする「五蘊会」のさらなる発展を期待します。

坂口 弘康
さか ひろ やすぐち 地域に根差した施設づくりと北部地域の福祉を担う存在として、これからもがん

ばってもらいたい。

松林 征子
まつ ゆく こばやし “優しさ”を基盤において、利用者が満足のいく自立した生活の実現のために、自らも成

長しながら質の高いサービスの提供を続けられるよう期待しています。

丸尾 武夫
まる たけ おお 地域の各種行事に職員の皆様が手伝いに出て頂き、連合自治会内でも高評価

です。今後もさらに地域に密着した経営理念を期待します。

宮本 健志
みや けん じもと 五蘊会創立10周年おめでとうございます。今後も人の一生に関わる崇高な仕

事を通じ、発展し続けることを期待します。

道下 佐智子
みち さ ち こした 「30周年おめでとうございます」五蘊会！ワンチームでますますのご発展を祈念

致します。

尾崎 洋一郎
お　ざき よう  いち  ろう 予測が困難な時代。子ども達には生きていく力の育成を、保護者には灯台の役

割となるような存在を期待します。

相川 文子
あい ふみ こかわ 地域交流にも力を入れて下さり、なくてはならない親しまれる施設となっておりま

す。今後も子供たちと高齢者が愛と元気を与えあえるふれあいの場を沢山つ
くってください。

中野 吉邦
なか よし くにの 創立10周年おめでとうございます。社会的障害を持つ人々に対し、援護、育成、

更生にますます前進して下さい。

永田 雅英
なが まさ ひでた 理事長先生の明るく前向きなご指導のもと、五蘊会は確実に成長してきたと感じ

ています。その歩みに少しでもお手伝いできたことに感謝します。

酒井 正義
さか まさ よしい これからも現状の仕事に満足せず、絶えず高い目標を持ち、成長し続けてほしい

と思います。（顔晴れ）

押渕 禮子
おし れい こぶち
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監 事

理 事 南長崎クリニックを礎として次 と々施設を完成され素晴らしい社会貢献をなさっ
ておられます。ますますのご繁栄をお祈りいたしております
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社会福祉法人五蘊会 設立登記
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※その後、通所介護事業所、夜間対応型訪問介護、定期巡回・随時対応型訪問
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※その後、居宅介護支援事業所を開設
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社会福祉法人 五 蘊 会｜沿 革

理事・監事・評議員の方々より

五蘊会に期待を込めた
メッセージをいただきました

永田 博子
なが ひろ こた 設立当初から今日、そしてこれからの出会いを大切にし、事業の目的と重要性を
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れ、福祉事業を主体とする「五蘊会」のさらなる発展を期待します。

坂口 弘康
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です。今後もさらに地域に密着した経営理念を期待します。

宮本 健志
みや けん じもと 五蘊会創立10周年おめでとうございます。今後も人の一生に関わる崇高な仕

事を通じ、発展し続けることを期待します。

道下 佐智子
みち さ ち こした 「30周年おめでとうございます」五蘊会！ワンチームでますますのご発展を祈念

致します。

尾崎 洋一郎
お　ざき よう  いち  ろう 予測が困難な時代。子ども達には生きていく力の育成を、保護者には灯台の役

割となるような存在を期待します。

相川 文子
あい ふみ こかわ 地域交流にも力を入れて下さり、なくてはならない親しまれる施設となっておりま

す。今後も子供たちと高齢者が愛と元気を与えあえるふれあいの場を沢山つ
くってください。

中野 吉邦
なか よし くにの 創立10周年おめでとうございます。社会的障害を持つ人々に対し、援護、育成、

更生にますます前進して下さい。

永田 雅英
なが まさ ひでた 理事長先生の明るく前向きなご指導のもと、五蘊会は確実に成長してきたと感じ

ています。その歩みに少しでもお手伝いできたことに感謝します。

酒井 正義
さか まさ よしい これからも現状の仕事に満足せず、絶えず高い目標を持ち、成長し続けてほしい

と思います。（顔晴れ）
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